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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
令
和
五
年
の
新
春
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
旧
年
中
は
本
協
議
会
の
事
業
運
営
に
際
し
、
特

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
三
月
に
は
福
島
県
沖
地
震
が
発
生
し
、
浜
通
り
で
は
最
大
震
度
六
強

を
観
測
し
、
復
興
半
ば
に
し
て
甚
大
な
被
害
が
及
び
ま
し
た
。
更
に
八
月
に
は
、
会

津
地
方
を
豪
雨
が
襲
い
、
鉄
橋
が
崩
落
す
る
等
農
業
用
施
設
に
も
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
は
、
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一
日
も

早
い
復
旧
と
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
こ
の
度
の
第
四
十
六
回
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
菅
波
孝
光
前
会
長
の

後
任
と
し
て
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
が
書
面
表
決
で
の
開
催
で
し
た
の

で
、
就
任
の
挨
拶
が
出
来
ず
に
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
一
言
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
協
議
会
の
会
長
と
い
う
職
責
の
重
さ
を
、
改
め
て
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
副
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
よ
り
良
い
本
会
の
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
協
議
会
の
令
和
四
年
度
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
配
慮
し
、
三
年
連
続
で

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
菅
波
前
会
長
の
手
腕
を
発
揮
す
る
場
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
、
二
年
間
の
任
期
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。「
俺
は
、
幻
の
会
長
に
な
る
。」
菅
波
前
会
長
の
言
葉
が
、
脳
裏
に
強
く
残
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
私
個
人
の
考
え
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
配

慮
し
つ
つ
、
総
会
及
び
研
修
会
を
日
帰
り
で
開
催
す
る
等
、
役
員
会
で
前
向
き
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
会
員
皆
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
か
ら
の
ご
意

見
に
真
摯
に
お
答
え
で
き
る
様
、
役
員
会
で
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
機
関
紙
「
む
つ
み
」
の
原
稿
執
筆
に
頭
を
抱
え
て
い
る
頃
、
日
本
漢

字
能
力
検
定
協
会
に
よ
る
「
今
年
の
漢
字
」
が
話
題
と
な
り
、
一
年
の
世
相
を
表
す

漢
字
は
「
戦
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
が
思
う
「
戦
」
は
、
記
憶
に
新
し
い
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
２
で

の
日
本
代
表
の
「
戦
」
も
あ
り
ま
す
が
、
県
内
で
は
、
只
見
町
に
関
す
る
Ｊ
Ｒ
只
見

線
十
一
年
ぶ
り
の
全
線
運
転
再
開
や
昨
年
八
月
の
会
津
地
方
豪
雨
に
よ
る
災
害
と
の

「
戦
」、
県
立
只
見
高
校
野
球
部
の
春
の
甲
子
園
初
出
場
、
そ
し
て
夏
の
甲
子
園
で
の

聖
光
学
院
高
校
初
の
ベ
ス
ト
４
、
念
願
だ
っ
た
東
北
地
方
へ
の
優
勝
旗
を
も
た
ら
し

た
仙
台
育
英
高
校
の
甲
子
園
で
の
「
戦
」
と
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

等
で
冷
め
た
社
会
に
、「
熱
い
戦
い
と
感
動
」
を
与
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本
当
に
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
紙
「
む
つ
み
」
に
原
稿
執
筆
を
依
頼
さ
れ
、
ご
協
力
を
頂

い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、よ
り
よ
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

福
島
県
土
地
改
良
団
体
職
員
連
絡
協
議
会

会　

長　

五
十
嵐　

賢　

一
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皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
で
す
が
、
年
頭
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
と
少
し

先
の
未
来
を
思
い
描
き
ま
す
。
従
来
の
未
来
は
三
十
年
後
や
五
十
年
後
が
一
般
的
で

し
た
が
、
今
や
社
会
変
化
は
急
激
で
、
二
十
年
後
で
も
大
き
な
変
化
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
因
み
に
、
Ｚ
世
代
は
五
～
六
年
が
一
昔
だ
そ
う
で
す
。

○
Ａ
Ｉ
は
最
愛
の
友
と
な
る

　

既
に
現
段
階
で
も
、
手
元
の
ス
マ
ホ
、
乗
り
物
、
生
活
情
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
、
私
た
ち
の
生
活
の
多
く
の
場
面
に
存
在
す
る
Ａ
Ｉ
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
生
活

の
中
で
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昨
年
十
一
月
に
八
十
億
人
を
超
え
た
世

界
人
口
が
二
十
年
後
に
百
億
人
に
迫
る
一
方
、
我
が
国
の
人
口
は
約
一
億
人
ま
で
減

少
し
な
が
ら
超
高
齢
化
に
向
け
て
突
き
進
み
ま
す
。
そ
こ
に
は
多
く
の
外
国
人
助
っ

人
と
と
も
に
、
様
々
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
Ａ
Ｉ
が
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な

り
、
最
愛
の
友
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。

○
つ
ま
り
、
多
く
の
も
の
が
ほ
ぼ
自
動
！

　

そ
の
Ａ
Ｉ
活
躍
の
象
徴
が
自
動
運
転
で
す
。
道
路
交
通
法
と
航
空
法
が
統
合
し
、

自
動
運
転
車
は
空
陸
両
用
と
な
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
は
ボ
タ
ン
や
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
の
よ

う
に
小
さ
く
な
り
、
街
中
ど
こ
で
も
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。
全
て
の
乗
り
物
、
学
校

や
職
場
、
役
所
や
病
院
、
ホ
テ
ル
、
農
作
業
の
多
く
が
顔
認
証
の
も
と
自
動
と
な
り
、

お
金
を
実
際
に
使
う
人
は
ほ
ぼ
い
な
く
な
り
ま
す
。
当
然
、
運
転
誤
操
作
の
暴
走
は

無
く
、
こ
だ
わ
る
人
の
み
が
こ
だ
わ
る
場
面
だ
け
自
ら
操
作
し
ま
す
。

○
バ
ー
チ
ャ
ル
（
仮
想
）
と
現
実
の
境
界
線
が
無
い
？

　

仕
事
、
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
（
観
戦
）
な
ど
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
バ
ー
チ
ャ
ル

画
像
・
空
間
が
混
在
し
、
現
実
と
融
合
し
ま
す
。
宇
宙
旅
行
に
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
チ
ケ
ッ
ト
を
取
れ
な
い
友
人
は
バ
ー
チ
ャ
ル
で
一
緒

に
旅
行
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
価
値
観
は
劇
的
に
変
わ
り
ま
す
。

○
世
代
や
性
差
な
ど
の
区
別
は
ど
こ
で
使
う
の
？

　

現
在
の
土
地
改
良
で
は
女
性
参
画
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
が
、
二
十
年
後
は
区
別

し
な
い
こ
と
が
基
本
で
す
。
区
別
は
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
（
商
的
情
報
等
）
と
し
て
使

い
ま
す
の
で
、
町
の
風
景
や
仕
事
、
家
庭
も
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
家
事
で
ロ
ボ
ッ

ト
に
任
せ
な
い
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
事
情
に
よ
り
分
担
し
ま
す
。
年
齢
や
性

別
は
本
人
が
必
要
な
と
き
の
み
使
用
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

○
何
と
、
大
都
市
以
外
は
皆　

農
村
と
な
る
!?

　

リ
モ
ー
ト
が
基
本
と
な
り
、
同
じ
場
所
に
一
堂
に
会
す
る
機
会
は
極
め
て
限
定
さ

れ
ま
す
。
居
住
地
と
仕
事
場
と
の
距
離
は
論
点
に
な
ら
ず
、
人
口
集
中
の
災
害
リ
ス

ク
、
高
齢
激
化
な
ど
か
ら
農
村
に
居
住
す
る
人
口
が
安
定
的
に
発
生
し
ま
す
。
出
生

数
が
減
り
続
け
国
全
体
の
人
口
が
激
減
す
る
中
、
観
光
や
商
的
要
素
で
わ
ず
か
に
生

き
残
る
大
都
市
と
、
中
小
都
市
が
周
辺
農
村
を
吸
収
し
た
中
核
農
村
の
二
者
だ
け
が

存
在
す
る
た
め
、
居
住
地
を
限
定
せ
ず
、
多
く
の
都
市
住
民
が
農
村
の
運
営
に
関
与

す
る
仕
組
み
が
一
般
的
と
な
り
ま
す
。
住
民
税
等
の
考
え
方
も
、
勿
論
、
土
地
改
良

区
の
組
合
員
の
構
成
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
未
来
予
想
は
い
か
が
で
す
か
？
激
し
す
ぎ
で
す
か
？
と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に
劇

的
変
化
を
予
想
す
る
学
者
も
い
ま
す
。
我
々
も
い
つ
ま
で
も
コ
ロ
ナ
で
騒
い
で
い
る

と
、
変
化
に
後
れ
を
と
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

　

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
い
た
だ
き
つ
つ
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な

る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

未
来
予
想
図
　2023

＋20

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

専
務
理
事　

菊　

地　

和　

明
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第
46
回
総
会

　

第
46
回
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
書
面

表
決
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
提
出
議
案
】

議
案
第
１
号

　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　

令
和
３
年
度
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　

令
和
４
年
度
会
費
・
協
賛
金
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　

令
和
４
年
度
補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　

令
和
５
年
度
会
費
・
協
賛
金
の
額
及
徴

収
方
法
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

　

令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

　

令
和
５
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
８
号

　

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　

提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案
に
つ
い
て

は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
議
案
第
４
号
か
ら
議
案
第
７
号

に
お
い
て
は
、
機
関
紙
「
む
つ
み
」
の
発

行
方
法
や
そ
の
費
用
の
見
直
し
、
研
修
の

支
部
単
位
に
よ
る
開
催
な
ど
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
は
、
下

表
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
が
書
面
表
決
に
よ
り
実
施
さ

れ
た
た
め
、
表
彰
式
が
今
回
も
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
永
年
勤
続
者
表
彰
の
皆
様
へ

は
賞
状
及
び
記
念
品
を
お
届
け
い
た
し
ま

し
た
。
受
賞
者
の
皆
様
の
御
健
勝
と
今
後

益
々
の
御
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

福
島
県
土
地
改
良
団
体
職
員
連
絡
協
議
会
役
員
名
簿

（
令
和
４
年
度
～
令
和
５
年
度
）

役　

職

氏　
　
　

名

所　
　
　

属

方　

部

会　
　

長

五
十
嵐　

賢　

一

会
津
若
松
市
湊
土
地
改
良
区

会　

津

副
会
長

石　

川　

博　

利

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区

県　

北

副
会
長

植　

松　

宏　

行

南
相
馬
土
地
改
良
区

相　

双

副
会
長

三　

浦　

宏　

幸

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

土
地
連

幹　
　

事

菅　

野　

龍
太
郎

安
達
疏
水
土
地
改
良
区

県　

北

幹　
　

事

根　

本　

和　

俊

安
積
疏
水
土
地
改
良
区

県　

中

幹　
　

事

渡　

邊　

陽　

介

郡
山
市
東
部
土
地
改
良
区

県　

中

幹　
　

事

吉　

田　

昌　

照

矢
吹
土
地
改
良
区

県　

南

幹　
　

事

武　

藤　

謙　

治

白
河
市
土
地
改
良
区

県　

南

幹　
　

事

佐　

藤　

慎　

子

駒
形
土
地
改
良
区

会　

津

幹　
　

事

諏　

訪　

美　

彦

会
津
宮
川
土
地
改
良
区

会　

津

幹　
　

事

後　

藤　
　
　

学

高
郷
土
地
改
良
区

会　

津

幹　
　

事

山　

内　
　
　

翔

只
見
町
土
地
改
良
区

南
会
津

幹　
　

事

村　

井　

裕　

次

八
沢
干
拓
土
地
改
良
区

相　

双

幹　
　

事

矢　

吹　

英　

信

磐
城
小
川
江
筋
土
地
改
良
区

い
わ
き

幹　
　

事

石　

幡　

佳　

信

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

土
地
連

幹　
　

事

菊　

田　

克　

彦

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

土
地
連

代
表
監
査
員

渡　

邊　

浩　

彰

大
玉
土
地
改
良
区

中
通
り

監
査
員

遠　

藤　

勇　

樹

猪
苗
代
町
土
地
改
良
区

会　

津

監
査
員

松　

浦　

勝　

男

い
わ
き
市
勿
来
地
区
土
地
改
良
区
兼

井
上
用
水
堰
土
地
改
良
区

浜
通
り
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30
年
勤
続

　
　
　

戸
ノ
口
堰
土
地
改
良
区	

髙　

橋　

千　

恵

　
　
　

磐
城
小
川
江
筋
土
地
改
良
区	

小
山
田　

美
保
子

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会	

吉　

永　

典　

子

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会	

尾　

形　

和　

子

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会	

橋　

本　

美
恵
子

20
年
勤
続

　
　
　

安
積
疏
水
土
地
改
良
区	

市　

川　

賢　

一

　
　
　

穴
堰
水
系
土
地
改
良
区	

鈴　

木　

麗　

子

　
　
　

会
津
北
部
土
地
改
良
区	

鈴　

木　

秀　

優

　
　
　

駒
形
土
地
改
良
区	
佐　

藤　

慎　

子

　
　
　

会
津
大
川
土
地
改
良
区	
大　

竹　

伸　

明

10
年
勤
続

　
　
　

安
積
疏
水
土
地
改
良
区	

八
木
沼　

紘　

平

　
　
　

安
積
疏
水
土
地
改
良
区	

佐　

藤　

憲　

洋

　
　
　

安
積
疏
水
土
地
改
良
区	

安　

中　

雅　

伸

　
　
　

須
賀
川
市
土
地
改
良
区	

松　

川　

早　

苗

　
　
　

富
岡
町
土
地
改
良
区	

鈴　

木　

大　

輔

永年勤続者表彰
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退任にあたって
福島県土地改良団体職員連絡協議会

前会長　　菅　波　孝　光

　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては、令和５年のよき新春を迎えたこととお慶び申し上げます。
　令和３年度に任期満了に伴い退任された鈴木前会長の後任として、会長職を仰せつかり副会長
をはじめ、役員の皆様、会員の皆様、そして、事務局の皆様の一方ならぬご支援、ご鞭撻を頂き
２年間、誠に力不足でございましたが無事に務めることができました。
　皆様に、衷心より厚く感謝を申し上げます。
　さて、昨年の総会にあたって開きました幹事会では、機関紙「むつみ」の寄稿が減ってきてい
るので、どうすれば増やせるのか、議論しております。
　職員における掲載は、これからも新会員、年男年女、永年勤続表彰受賞者で十分であると思い
ますが、その方々からも寄稿されにくい環境が存在するとすれば改善していかなければならない
と存じます。
　新会員、年男年女、永年勤続表彰受賞者であってもテーマは自由です。
　望むことは、節目として、何かを発信していただきたい。その一点です。
　土地改良事業、業務に関係が薄い趣味や家族の事でもよいと思います。会員の皆様と情報共有
したいと思うことを、是非、お寄せください。
　今回、私と石川副会長と業務に関係する内容でございますが、別頁に掲載しましたので、お時
間がある時に、一読頂ければ幸いです。
　また、昨年の総会の書面表決にあたって、書面で色々なご意見を頂きましたが、役員が改選と
なりましたので、新会長に引き継がせて頂きました。
　その中で、この機関紙「むつみ」を必ずしも全会員分、印刷しないでよいのではないか。とい
うご意見がありました。私は、とりあえず、所属団体又は部署分として、印刷部数を減らすこと
は検討の余地があると思います。製本印刷費は、それほど削減にならないと思いますが、無駄に
印刷しないことが大事だと思います。土地連のホームページからダウンロード出来ますので、そ
れも有効的に活用出来ると存じます。
　さて、コロナ禍で、会長として、一度も皆様と顔を合わすことなく退任することになり、皆様
に申し訳なく大変に残念です。
　この職連協という組織は、団体の垣根を越えた情報収集が図られることが一番の目的だと私は
思います。県内にも色々な土地改良区があり、そして、多才な職員がおられます。自分がやりた
い仕事をどうすれば実現できるのか。これからの土地改良区に求められることは何なのか。限ら
れた時間の中で何を優先すべきなのか。その答えを導き出せる環境が職連協の総会情報交換会に
はあります。
　近い将来、職連協の総会情報交換会が開催されましたら、是非、ご参加ください。
　最後に、本年が会員の皆様にとりまして、より良い年となりますように、そして、福島県の土
地改良事業にとって飛躍の年となりますように、ご祈念を申し上げ、退任の挨拶といたします。
　本当にありがとうございました。
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永
年
勤
続

最初で最後の永年
勤続表彰
須賀川市土地改良区

松　川　早　苗

　

ま
ず
初
め
に
10
年
永
年
勤
続
表
彰
を
頂

き
、
こ
れ
も
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
む
つ
み
」
の
原
稿
執
筆
は
新

会
員
に
な
っ
た
時
以
来
二
度
目
と
な
り
ま

す
が
、
つ
い
こ
の
前
書
い
た
よ
う
な
気
も

す
る
し
、
遥
か
遠
い
日
の
よ
う
な
気
も
す

る
な
と
思
い
な
が
ら
も
、
我
が
娘
も
学
生

か
ら
社
会
人
と
な
り
、
自
分
自
身
も
定
年

ま
で
あ
と
○
年
と
考
え
る
と
、
い
つ
の
間

に
か
歳
月
は
流
れ
て
い
た
の
だ
と
改
め
て

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
当
土
地
改
良
区
で
会
計
を
担
当
し

て
い
ま
す
が
、
入
っ
た
当
初
と
比
べ
て
最

大
の
変
化
は
、
土
地
改
良
法
が
改
正
さ

れ
、
単
式
簿
記
か
ら
複
式
簿
記
に
移
行
し

た
こ
と
で
す
。
否
応
な
く
そ
れ
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
頭
も
固
く
な
り
、
新

し
い
こ
と
へ
の
適
応
能
力
も
低
下
し
つ
つ

あ
る
50
代
に
と
っ
て
は
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
で
き
る
こ
と
な
ら
自
分
の
定
年
後

に
引
き
延
ば
せ
た
ら
い
い
の
に
…
と
弱
気

に
な
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
よ

う
や
く
軌
道
に
乗
り
だ
し
、
少
し
肩
の
荷

が
軽
く
な
っ
た
と
思
い
き
や
、
電
子
帳
簿

保
存
法
や
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や
ら
、
ま

た
し
て
も
聞
き
な
れ
な
い
ワ
ー
ド
が
出
現

し
、
??
が
増
え
る
と
と
も
に
新
た
な
頭
痛

の
種
が
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

鴨
長
明
の
「
方
丈
記
」
の
一
節

　
「
ゆ
く
川
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て

　
　
　
　

し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
」

　

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
も
の
は
移
ろ
い
変

わ
り
ゆ
く
も
の
だ
と
言
う
こ
と
の
よ
う
で

す
。

　

昭
和
生
ま
れ
の
ア
ナ
ロ
グ
世
代
に
は
昨

今
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ
は
、
つ
い
て
い

く
も
の
に
精
い
っ
ぱ
い
で
息
切
れ
し
そ
う

で
す
。

　

私
の
勤
続
20
年
は
あ
り
得
ま
せ
ん
が
土

地
改
良
区
や
農
業
の
10
年
後
の
未
来
、
さ

ら
に
は
世
界
の
未
来
は
ど
う
よ
う
に
変
化

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昔
な
ら
不
治
の
病
と
言
わ
れ
た
も
の
が

医
学
の
進
歩
で
克
服
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ

ば
、
新
型
の
ウ
イ
ル
ス
に
世
界
中
が
翻
弄

さ
れ
、
い
ま
だ
に
終
息
と
は
言
え
ず
、
東

日
本
大
震
災
後
も
水
害
や
地
震
等
の
災
害

は
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど

も
、
私
達
は
そ
の
流
れ
の
中
で
笑
っ
た

り
、
泣
い
た
り
し
な
が
ら
も
負
け
ず
に
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め

に
は
な
に
よ
り
健
康
が
不
可
欠
で
す
。

　

私
の
周
囲
で
ジ
ム
に
通
い
体
力
づ
く
り

に
励
む
人
が
増
え
、
私
も
見
習
い
た
い
と

思
い
な
が
ら
、
ま
だ
実
現
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
自
分
が
今
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
「
元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
！
」

10
年
後
さ
ら
に
10
年
後
と
新
し
い
景
色
を

見
続
け
る
た
め
に
も
。

駒形土地改良区
勤続20年を振り返って
駒形土地改良区

佐　藤　慎　子

　
「
一
寸
の
光
陰
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　

時
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
の
で
、
少
し
の

時
間
も
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
時
を
惜
し
ん

で
励
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
意
味
で
す
。
こ

の
年
に
な
る
と
、
し
み
じ
み
と
時
間
の
大

事
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

私
の
本
区
で
の
20
年
は
、
一
人
職
員
体

制
と
い
う
事
も
あ
り
、
毎
日
が
忙
し
く
、

勤
務
し
た
そ
の
年
か
ら
、
県
営
か
ん
が
い

排
水
事
業
に
着
手
し
、
ま
だ
そ
の
事
業
が

竣
工
し
て
い
な
い
う
ち
に
、
勤
続
５
年
目

に
県
営
基
盤
整
備
事
業
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
勤
続
10
年

目
で
県
営
基
盤
整
備
事
業
１
２
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

勤
続
15
年
目
で
県
営
基
盤
整
備
事
業
１
３

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
勤
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続
中
、
ず
っ
と
、
二
つ
の
事
業
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
私
の
職
員
と
し
て
の
有
給
休

暇
を
年
に
２
、
３
日
し
か
取
得
で
き
な
い

事
が
普
通
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
で

は
我
武
者
羅
に
仕
事
に
励
ん
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
や
っ
と
、
来
年
で
基
盤
整
備

事
業
が
竣
工
し
ま
す
。
少
し
は
心
と
時
間

に
余
裕
を
持
て
る
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
会
計
事
務
の
複
式
簿
記
導
入

や
、
事
業
完
了
後
施
設
の
維
持
管
理
問

題
、
近
年
の
災
害
問
題
等
が
山
積
み
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

自
分
と
し
て
は
、
忙
し
い
こ
と
は
有
難

い
こ
と
と
思
い
、
日
々
精
進
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「長い間、お世話に
なりました」
磐城小川江筋土地改良区

小山田　美保子

　

改
良
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
か
ら
30
年

が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
我
が
事
務
所

だ
け
で
は
な
く
、
市
内
改
良
区
職
員
で
も

古
参
の
ば
ば
あ
で
す
。

　

相
変
わ
ら
ず
、
組
合
員
さ
ん
か
ら
お
い

し
い
作
物
や
米
等
を
分
け
て
い
た
だ
き
、

た
っ
ぷ
り
の
栄
養
を
取
り
入
れ
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

　

30
年
勤
務
し
て
い
る
間
に
は
、
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
し
た
。
夫
の
両
親
、
私
の
両
親

も
他
界
し
、
仲
良
し
だ
っ
た
夫
の
祖
母
も

１
０
１
歳
で
大
往
生
し
看
取
り
ま
し
た
。

そ
の
代
わ
り
に
、
三
男
が
結
婚
し
て
可
愛

い
お
嫁
さ
ん
と
２
人
の
孫
と
も
出
会
え
ま

し
た
。
ち
な
み
に
長
男
、
次
男
は
、
未
だ

独
身
で
す
。（
笑
）

　

特
に
令
和
４
年
は
忙
し
い
年
で
し
た
。

昨
年
末
に
健
康
診
断
で
初
め
て
要
精
密
検

査
の
指
示
を
受
け
て
い
ろ
い
ろ
な
検
査
を

受
け
ま
し
た
。
ド
キ
ド
キ
と
不
安
の
結
果

待
ち
で
し
た
が
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
丈
夫

さ
が
幸
い
し
経
過
観
察
と
の
診
断
に
安
堵

し
ま
し
た
。
入
れ
違
い
に
夫
も
健
康
診
断

で
要
精
密
検
査
の
指
示
を
受
け
て
手
術
と

な
り
ま
し
た
が
、
早
期
発
見
の
た
め
、
術

後
経
過
も
良
く
、
職
場
復
帰
で
き
ま
し
た
。

　

60
歳
の
大
台
を
過
ぎ
る
と
、
い
ろ
い
ろ

不
具
合
が
出
て
く
る
も
の
で
す
。
夫
と
笑

い
な
が
ら
「
思
っ
た
よ
り
私
達
仲
良
し

で
、
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
心
も
体
も
悲
鳴

を
上
げ
る
ん
だ
ね
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
が
重
な
り
、
考
え
方
も

「
無
理
せ
ず
楽
し
く
頑
張
ろ
う
」
に
変
わ

り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
責
任
感
優
先
の

日
々
で
は
な
く
、
穏
や
か
で
ゆ
っ
た
り
と

し
た
日
々
を
送
ろ
う
と
切
り
替
え
て
い
ま

す
。
家
も
リ
フ
ォ
ー
ム
し
住
み
や
す
い
よ

う
に
し
ま
し
た
。
一
人
で
頑
張
っ
て
処
理

し
て
い
た
諸
々
の
行
事
も
、
借
り
れ
る
手

は
、
借
り
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
代

わ
り
、
気
持
ち
が
通
じ
合
え
る
人
に
は
感

謝
し
て
お
返
し
を
し
て
い
く
よ
う
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
、
ど
ん
な
に

一
生
懸
命
努
力
し
て
も
理
解
し
て
も
ら
え

な
い
人
と
は
、
我
慢
せ
ず
に
距
離
を
置

き
、
諦
め
て
、
自
分
の
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
善
を
尽
く
す
た
め
に
は
努
力
す
る
こ
と

が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
自
分
を
少

し
甘
え
さ
せ
、
穏
や
か
に
ゆ
と
り
を
持
っ

た
日
々
を
過
ご
す
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
「
長
い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

と
い
う
気
持
ち
で
し
た
が
、
幸
い
に
も
、

後
を
任
せ
ら
れ
る
後
輩
が
入
っ
て
き
た
の

で
す
。
毎
日
笑
い
合
い
な
が
ら
、
楽
し
く

業
務
も
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

あ
と
ど
れ
ぐ
ら
い
頑
張
れ
る
か
、
体
と
心

と
相
談
し
な
が
ら
、
も
う
少
し
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
の
で
、「
も
う

少
し
の
間
、
引
き
続
き
、
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
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勤続20年を迎えて

会津大川土地改良区

大　竹　伸　明

　

こ
の
度
は
、
永
年

勤
続
の
表
彰
を
頂
き

ま
し
て
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
４
月
に
採
用
頂
き
土
地
改
良

業
務
に
従
事
し
て
か
ら
早
20
年
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は

仕
事
に
関
わ
る
方
々
に
支
え
て
頂
い
た
お

か
げ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も

先
輩
方
に
は
ご
指
導
頂
く
中
で
、
温
か
い

目
で
見
守
り
な
が
ら
的
確
な
助
言
と
助
力

を
頂
き
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

今
で
は
立
場
が
変
わ
り
、
受
け
て
き
た
ご

恩
を
後
輩
に
繋
い
で
い
け
る
よ
う
日
々
の

業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

20
年
前
か
ら
比
較
し
て
ま
ず
思
う
こ
と

は
当
改
良
区
施
設
の
老
朽
化
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
で
す
。
ほ
場
整
備
か
ら
早
い
と
こ

ろ
で
４
、
50
年
が
経
過
し
て
お
り
地
区
か

ら
の
要
望
が
絶
え
な
い
状
態
で
す
。
現

在
、
会
津
大
川
土
地
改
良
区
管
内
で
は
会

津
南
部
地
区
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
が

令
和
６
年
事
業
完
了
に
向
け
て
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
水
利
施
設
等
保
全

高
度
化
事
業
も
事
業
着
工
と
な
り
、
実
施

設
計
業
務
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
米
価
は
上
が
ら
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
円
安
の
影
響
も
あ
り

資
材
や
肥
料
等
が
高
騰
し
農
業
情
勢
は
非

常
に
厳
し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
状
況
で
も
施
設
の
老
朽
化
は

進
ん
で
お
り
、
施
設
が
壊
れ
れ
ば
最
悪
の

事
態
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
組
合
員
の
方
々

へ
安
定
し
た
水
の
供
給
を
す
る
た
め
に
は

老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
、
も
し
く
は
長

寿
命
化
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
農
業

情
勢
が
厳
し
い
中
で
の
受
益
者
負
担
の
問

題
は
あ
り
ま
す
が
、
い
か
に
組
合
員
の
負

担
を
軽
減
し
て
い
け
る
か
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
今
後
も
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

施
設
も
そ
う
で
す
が
20
年
経
て
ば
自
身

の
身
体
も
老
朽
化
し
て
お
り
ま
す
、
そ
れ

に
関
し
て
は
何
も
対
策
を
講
じ
て
い
な
い

の
で
機
能
診
断
（
健
康
診
断
）
を
も
と
に

健
康
に
留
意
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し

て
も
新
た
な
変
異
株
に
よ
り
終
息
の
目
途

が
立
ち
ま
せ
ん
が
行
動
制
限
は
緩
和
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ

る
こ
と
と
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
願

い
た
し
ま
し
て
、
結
び
と
し
ま
す
。

感謝の気持ち

安積疏水土地改良区

安　中　雅　伸

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
10
年
の
永
年
勤
続
表
彰
を
頂

き
、
時
の
流
れ
の
速
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
新
人
の
時
に
寄
稿
さ
せ
て
も
ら
っ
た

「
む
つ
み
」
を
読
み
返
し
、
改
め
て
働
き
始

め
た
頃
の
謙
虚
な
気
持
ち
を
思
い
出
し
て

い
ま
し
た
。
勤
続
10
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
た
の
は
理
事
長
、
役
員
の
皆
様
、
総

代
、
当
職
員
、
組
合
員
の
皆
様
、
関
係
機

関
の
方
々
、
そ
し
て
家
族
の
お
か
げ
で
あ

り
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

現
在
、
事
業
部
工
務
課
に
属
し
、
漏
水

工
事
を
中
心
に
水
路
構
造
物
の
補
修
・
改

修
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
現
地
を
測

量
設
計
し
て
い
る
と
当
時
の
技
術
の
高
さ

で
あ
っ
た
り
、
緻
密
さ
に
関
心
、
勉
強
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ら
構
造
物

で
あ
っ
た
り
技
術
を
、
後
の
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
過
程
の
中
で
自
分
が
少
し
で

も
力
に
な
れ
れ
ば
良
い
な
と
日
々
業
務
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
や
物
価
高
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
る
資
材
調
達
難
等
、
業
務
自
体
の

調
整
の
方
で
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
又
、
色
々
な
制
限
が
掛
か
る
中
、
会
員

皆
様
と
の
情
報
交
換
等
の
交
流
の
場
面
が

少
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
が
落
ち
着
き
再
び

皆
様
と
交
流
で
き
る
機
会
が
き
ま
し
た
ら

温
か
い
ご
指
導
を
賜
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。



− 11 −

10年勤続表彰を
受けて
安積疏水土地改良区

八木沼　紘　平

　

こ
の
度
は
、
10
年
勤
続
表
彰
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
10
年
」
と
言
葉
に
す
る
と
人
生
の
何

割
か
を
占
め
る
大
変
長
い
期
間
の
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、い
ざ
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

瞬
く
間
に
過
ぎ
去
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

私
は
平
成
24
年
か
ら
土
地
改
良
区
職
員

と
な
り
、
工
務
課
４
年
、
財
政
課
４
年
、

水
利
課
３
年
目
と
い
う
具
合
に
課
を
転
々

と
し
な
が
ら
土
地
改
良
区
の
業
務
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
思
い
出

に
残
っ
て
い
る
業
務
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
つ
目
が
、
私
が
職
員
に
な
っ
て

最
初
に
行
っ
た
業
務
で
す
。
内
容
は
前
年

度
に
行
っ
た
工
事
書
類
の
綴
方
で
し
た
。

こ
の
時
は
東
日
本
大
震
災
の
次
の
年
だ
っ

た
の
で
、
指
導
し
て
い
た
だ
く
諸
先
輩
方

も
震
災
の
事
後
処
理
と
通
水
に
向
け
た
補

修
工
事
の
忙
し
さ
で
指
導
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
任
さ
れ
た
業
務
で

し
た
。
最
初
は
す
ぐ
に
終
わ
る
作
業
だ
と

思
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
作
業
を
始
め
て

み
る
と
そ
の
件
数
の
多
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
分
厚
い
綴
り
を
何
個
も
作
り
な
が

ら
、
自
分
も
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
書
類

を
作
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
の
か
と
不
安

も
覚
え
ま
し
た
。
実
際
は
、
前
年
の
業
務

が
通
年
の
10
倍
以
上
で
あ
っ
た
為
の
書
類

量
で
し
た
の
で
不
安
に
思
っ
た
ほ
ど
で
は

な
か
っ
た
で
す
。
今
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
当
時
は
あ
の
人
数
で
よ
く
あ
れ
だ
け

の
業
務
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
な
あ
と
、
諸

先
輩
方
の
組
合
員
の
皆
様
に
安
心
し
て
農

業
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
の
頑
張
り

に
は
、
と
て
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
財
政
課
に
い
る
時
、
受
益

地
外
に
住
ん
で
い
る
為
受
け
持
ち
の
役
員

さ
ん
が
い
な
い
滞
納
者
に
私
の
方
で
交
渉

し
た
こ
と
で
す
。
最
初
は
、
疏
水
だ
と
分

か
る
と
玄
関
か
ら
出
る
よ
う
言
っ
て
い
た

滞
納
者
が
、
玄
関
の
外
か
ら
説
明
を
し
て

い
た
私
を
玄
関
に
入
れ
、
家
に
あ
げ
て
、

最
後
に
は
手
紙
で
支
払
い
を
し
た
い
と
連

絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
滞
納
者
に

は
先
輩
方
も
手
を
焼
い
て
い
た
の
で
連
絡

を
い
た
だ
い
た
と
知
っ
た
時
は
す
ご
く
達

成
感
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

10
年
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
先
に
あ
げ

た
事
み
た
い
な
小
さ
な
思
い
出
し
か
出
て

き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
小
さ
な
出
来
事
が
積

み
重
な
っ
て
次
の
10
年
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

会
員
の
皆
様
に
は
ご
指
導
、
ま
た
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

縁に恵まれて

水土里ネット福島

橋　本　美恵子

　

こ
の
度
は
永
年
勤
続
表
彰
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
20
代
よ
り

土
地
連
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
自
身
の
節
目
に
は
常
々
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
々
の
年
齢
に
は
諸
先

輩
方
の
よ
う
な
「
大
人
」
に
は
な
れ
て
い

な
い
と
。
仕
事
へ
の
姿
勢
や
伺
う
お
話
し

か
ら
ご
家
庭
で
の
様
子
な
ど
、
た
く
さ
ん

諸
先
輩
方
に
は
全
く
敵
い
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
ウ
サ
ギ
も
居
る
し
カ
メ
も
居
る
よ
う

に
、
僅
か
ず
つ
で
も
自
分
な
り
に
歩
み
を

進
め
る
こ
と
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
お
力
添
え
も
遠
慮
無
く
お
借

り
し
つ
つ
、
も
う
少
し
だ
け
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。22年と年男

会津北部土地改良区

鈴　木　秀　優

　

会
員
の
み
な
さ
ま
、
大
変
ご
無
沙
汰
し

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
で
土
地
改
良
区
に
勤
務
し

て
22
年
目
、
そ
し
て
令
和
５
年
は
年
男
で

す
。

　

こ
の
度
、
勤
続
表
彰
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
諸
先
輩
方
に
は
、
土
地

改
良
事
業
は
も
と
よ
り
、
社
会
人
と
し
て

の
心
構
え
な
ど
、
ご
指
導
を
頂
戴
し
、
ま

た
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
近
年
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

皆
様
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
少
な

く
、
意
見
交
換
や
情
報
共
有
が
難
し
く
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
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当
時
、
土
地
改
良
事
業
最
盛
期
、
激
動

の
時
代
を
駆
け
抜
け
た
経
験
豊
か
な
先
輩

方
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
、
土
地
改
良
事

業
、
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
ん
な
私
は
、
先
輩
方
や
会
員
の
皆
様

に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
事
業
管
理
分
野

を
17
年
、
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
、
担
い

手
集
積
、
国
県
営
か
ん
排
水
、
ダ
ム
頭
首

工
の
施
設
管
理
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。

元
号
が
令
和
に
変
わ
る
と
同
時
に
、
総
務

会
計
の
担
当
と
し
て
、
複
式
簿
記
導
入
や

賦
課
金
の
徴
収
な
ど
、
事
業
の
推
進
と
組

織
を
支
え
る
事
務
の
大
切
さ
を
経
験
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
い
つ
の
間
に
か
、
先
輩
方
が

退
職
さ
れ
、
職
場
内
の
最
年
長
者
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

最
前
線
で
組
合
員
と
向
き
合
い
、
自
由

に
行
動
で
き
た
こ
ろ
と
比
較
し
て
、
仕
事

を
委
ね
、
全
体
の
調
整
役
と
な
っ
て
物
事

を
進
め
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
、
一

方
で
、
問
題
に
直
面
し
た
と
き
、
委
ね
ら

れ
た
彼
、
彼
女
が
精
一
杯
努
力
し
、
道
筋

が
見
え
た
と
き
に
見
せ
て
く
れ
る
笑
顔
が

何
よ
り
の
ご
褒
美
で
す
。

　

皆
様
に
お
目
に
か
か
れ
る
時
に
、
彼
、

彼
女
に
負
け
な
い
笑
顔
が
で
き
る
よ
う
励

み
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10年表彰

安積疏水土地改良区

佐　藤　憲　洋

　

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
勤
続
10
年
の
表

彰
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
ま
で
大
過
な
く
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
け
ま
し
た
の
も
ひ
と
え
に
土
地
改
良
区

職
員
皆
様
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
お
力
添

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

こ
の
10
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
年

目
か
ら
３
年
目
ま
で
は
総
務
課
に
配
属
さ

れ
、
何
も
分
か
ら
な
い
中
、
土
地
改
良
区

に
つ
い
て
色
々
な
事
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
特
に
初
年
度
は
、
安
積
疏
水
通
水

１
３
０
周
年
記
念
式
典
や
総
代
選
挙
等
の

大
き
な
行
事
を
経
験
し
、
改
め
て
安
積
疏

水
の
歴
史
や
地
元
に
対
す
る
重
要
性
を
認

識
し
ま
し
た
。

　

４
年
目
か
ら
は
水
利
課
に
移
動
し
、
水

の
配
水
作
業
を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
組
合

員
の
皆
様
と
接
す
る
機
会
を
得
て
、
改
め

て
多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
実

感
し
ま
し
た
。
特
に
令
和
元
年
台
風
19
号

で
土
地
改
良
区
の
施
設
が
甚
大
な
被
害
に

あ
っ
た
際
、
多
く
の
方
々
の
協
力
で
困
難

を
乗
り
越
え
た
事
は
、
こ
れ
か
ら
の
職
員

生
活
に
お
い
て
大
き
な
出
来
事
に
な
り
ま

し
た
。

　

８
年
目
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
財
政
課

で
賦
課
金
の
集
金
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
集
金
の
際
に
農
家
の
高
齢
化
問
題
、

農
業
担
い
手
不
足
、
米
価
の
下
落
な
ど
農

家
の
方
々
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
状
を
伺

う
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
見
を

し
っ
か
り
聞
き
、
組
合
員
の
皆
様
に
寄
り

添
う
職
員
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
土
地
改
良
区
職
員
と
し
て
農
業
発
展
の

た
め
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
程
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

勤続30年を迎えて

水土里ネット福島

尾　形　和　子

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、
勤
続
30
周
年
と
い
う
表
彰
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

土
地
連
に
勤
務
し
て
か
ら
臨
時
職
員
の

時
か
ら
数
え
る
と
、
今
年
で
40
年
に
も
な

り
ま
す
。
す
ご
い
で
す
ね
ー
。
こ
ん
な
に

長
く
勤
め
る
と
は
考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
30
周
年
の
記
念
の
投
稿
依
頼
な
ん

て
、
私
の
大
の
苦
手
な
文
章
を
書
け
と
、

罰
ゲ
ー
ム
で
す
か
。と
も
思
い
ま
し
た
が
、

な
ん
と
な
ー
く
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

20
歳
で
土
地
連
に
勤
務
し
た
頃
は
、
農

業
農
村
な
ん
て
ま
る
で
関
わ
り
の
な
い
世

界
だ
っ
た
の
で
、
見
聞
き
す
る
も
全
て
新

鮮
で
、
出
張
に
行
く
の
も
楽
し
か
っ
た
事

を
覚
え
て
い
ま
す
。
県
内
の
知
ら
な
か
っ

た
土
地
に
行
け
た
こ
と
。
そ
の
地
域
の
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方
々
と
の
交
流
が
楽
し
か
っ
た
こ
と
。
県

内
の
美
味
し
い
も
の
を
知
れ
た
こ
と
。
そ

れ
を
、
知
り
合
い
に
自
慢
げ
に
教
え
て
あ

げ
た
こ
と
。

　

今
思
え
ば
、
何
や
っ
て
ん
だ
か
っ
て
感

じ
で
す
け
ど
ね
。

　

課
が
変
わ
っ
て
、
結
婚
、
出
産
子
育
て
。

楽
し
い
事
、
辛
い
事
（
内
容
は
長
く
な
る

の
で
省
略
）
思
い
返
し
て
み
れ
ば
色
々
あ

り
ま
し
た
が
、
歳
な
の
か
性
格
な
の
か
分

か
ら
な
い
で
す
が
全
て
笑
い
話
に
な
っ
て

る
な
ぁ
と
思
っ
て
ま
す
。

　

集
排
課
に
配
属
の
時
は
、
え
っ
？
何
そ

れ
っ
て
仕
事
の
内
容
も
わ
か
ら
ず
に
い
ま

し
た
が
、
中
々
ど
う
し
て
こ
れ
は
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
仕
事
だ
！
と
思
い
（
な
ん

と
な
く
）
頑
張
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
土
地
連
の
中
で
の
友
人
関
係
が

こ
れ
か
ら
も
長
く
続
く
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
と
い
う
か
、
続
け
て
行
き
た
い

な
と
思
い
ま
す
。
先
輩
後
輩
全
て
、
私
が

40
年
と
言
う
長
い
年
月
の
中
で
見
つ
け
た

人
達
で
す
か
ら
。
断
わ
る
っ
て
言
う
輩
も

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。

　

も
う
し
ば
ら
く
一
緒
に
仕
事
し
て
良
い

よ
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
後
輩
達
が
居
て
く

れ
る
の
で
、
あ
と
少
し
だ
け
頑
張
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
も
皆
様
に
と
っ
て
健
康

で
よ
い
１
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
今
後
と
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

勤続30年表彰を
受けて
水土里ネット福島

吉　永　典　子

　

定
年
ま
で
あ
と
何
年
？
と
考
え
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
日
々
の
忙
し
さ
に
紛
れ
自

分
の
過
ご
し
て
き
た
時
を
振
り
返
る
こ
と

が
少
な
い
こ
の
時
期
に
永
年
勤
続
表
彰
を

い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、「
む
つ
み
」
の
原
稿
依
頼
が
あ

り
、
自
身
の
30
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。

　

平
成
３
年
に
中
途
採
用
で
入
会
し
、
人

間
関
係
に
も
な
か
な
か
馴
染
め
ず
、
と
り

あ
え
ず
３
年
は
続
け
て
み
よ
う
と
あ
ま
り

前
向
き
と
は
言
い
難
い
決
意
で
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

　

そ
れ
が
気
付
け
ば
30
年
と
い
う
月
日
が

過
ぎ
、
こ
の
間
結
婚
し
、
仕
事
と
家
事
・

育
児
と
の
両
立
に
必
死
に
奮
闘
し
て
い
た

自
分
を
思
い
出
し
、
労
っ
て
あ
げ
た
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
で
は
家
事
・
育
児
が
一
段

落
し
、
こ
の
30
年
の
間
に
中
々
行
く
こ
と

の
出
来
な
か
っ
た
旅
行
や
、
趣
味
な
ど
に

費
や
す
こ
と
の
で
き
る
時
間
が
増
え
ま
し

た
。

　

今
後
の
人
生
に
お
い
て
、
こ
の
30
年
の

経
験
が
糧
と
な
り
、
残
り
続
け
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



年
男
・
年
女

年
男
を
迎
え
て
の
抱
負

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

関
　
根
　
　
　
誠

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
私
は
平
成
29
年
４
月
よ
り
福
島
県

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
に
採
用
さ

れ
、
今
年
で
６
年
目
と
な
り
ま
す
。
採
用

さ
れ
て
か
ら
今
ま
で
を
振
り
返
る
と
と
て

も
短
い
時
間
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
採
用

当
初
は
18
歳
で
あ
り
、
業
務
内
容
は
も
ち

ろ
ん
社
会
人
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
方

も
お
ぼ
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
６

年
目
と
な
り
今
で
は
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
成
長
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
卯
年
で
年
男
と
い
う
こ

と
で
、
年
男
を
迎
え
て
の
抱
負
を
生
活
面

と
業
務
面
に
分
け
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
生
活
面
に
つ
い
て
は
、
栄
養
管
理

を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
最
近
は
社
会
人
に
な
り
学
生

だ
っ
た
頃
と
比
べ
年
々
代
謝
が
下
が
っ
て

い
る
事
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
忙
し
い

時
期
は
ど
う
し
て
も
手
軽
さ
を
優
先
し
、

栄
養
を
考
え
る
事
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
今
年
は
よ
り
一
層
食

生
活
を
見
直
し
、
気
を
引
き
締
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
業
務
面
に
つ
い
て
は
、
何
事
に

も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
年
度
の
人
事
異
動
で
新
た
に
施

設
管
理
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
新
規

採
用
さ
れ
て
か
ら
５
年
間
は
農
村
整
備
課

員
と
し
て
、
主
に
圃
場
整
備
業
務
に
携

わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
年
施
設
管
理
課

に
配
属
と
な
っ
て
か
ら
は
、
主
に
た
め
池

の
放
射
性
物
質
対
策
業
務
に
携
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

圃
場
整
備
業
務
と
は
用
語
等
通
ず
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
業
務
内
容
は
ま
る
で

違
う
た
め
日
々
新
鮮
で
初
心
に
戻
っ
た
気

持
ち
で
働
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
業
務
内
容
は
主
に
相
双
管
内
に

既
存
し
て
い
る
た
め
池
の
汚
染
濃
度
を
測

定
し
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

高
濃
度
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
た
め
池
は

そ
の
後
対
策
工
事
の
設
計
に
な
る
の
で
す

が
、
私
は
ま
だ
設
計
業
務
に
携
わ
っ
て
い

な
い
た
め
、
い
ち
早
く
業
務
を
覚
え
出
来

る
こ
と
を
増
や
し
、
新
た
な
業
務
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
業
務
に
邁
進
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
健
康
あ
っ
て
の
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
体
調
管
理
を
し
っ

か
り
と
し
常
に
万
全
の
状
態
で
い
れ
る
よ

う
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
掲

げ
た
抱
負
を
旨
に
こ
れ
か
ら
の
農
業
発
展

に
向
け
て
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
男
の
ス
ト
マ
ネ

磐
城
小
川
江
筋
土
地
改
良
区

矢
　
吹
　
英
　
信

　

今
年
は
年
男
で
、
さ
ら
に
還
暦
を
迎
え

ま
す
。
さ
ら
に
世
事
に
疎
い
私
は
、
神
社

の
お
札
の
取
り
ま
と
め
を
依
頼
さ
れ
、
初

め
て
私
が
厄
年
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
最
近
は
、
体
力
の
衰
え
も
感
じ
て
き

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
管
理
す
る
小
川
江
筋
も
県
営

か
ん
が
い
排
水
事
業
で
３
面
コ
ン
ク
リ
ー

ト
化
さ
れ
て
か
ら
約
60
年
が
経
ち
ま
す
。

高
度
成
長
期
の
食
糧
増
産
時
代
の
農
業
を

支
え
、
私
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
を
歩
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
小
川
江
筋
も
老
朽
化
が

進
ん
で
き
て
い
る
た
め
、
機
能
診
断
の
結

果
を
も
と
に
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
私
も
し
っ
か
り

と
健
康
診
断
の
結
果
を
も
と
に
食
生
活
を

見
直
し
、
適
度
な
運
動
を
す
べ
き
と
思
う

の
で
す
が
…
。
特
に
、
年
末
年
始
は
何
か

と
理
由
を
つ
け
て
飲
み
す
ぎ
、
食
べ
過
ぎ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
仕
事
で
は
今
ま
で
行
っ
て

き
た
施
設
維
持
管
理
に
加
え
、
ほ
場
整
備

事
業
が
本
格
的
に
動
き
始
め
ま
す
。
不
規

則
な
勤
務
体
制
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
限

ら
れ
た
人
数
で
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
の

で
、
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
も
自
己
管

理
は
大
切
で
す
。
自
己
管
理
が
出
来
な
い

人
が
、
施
設
の
長
寿
命
化
の
計
画
が
た
て

ら
れ
る
か
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
。
自
分
の

体
は
取
り
替
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
体
の
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
健
康
第
一
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

新
年
の
抱
負

会
津
北
部
土
地
改
良
区

立
　
川
　
基
　
毅

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
卯
年
と
な
り
、
３
回
目
の
年
男

を
迎
え
る
私
に
「
む
つ
み
」
の
寄
稿
依
頼
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を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
昨
年
の
こ
と

を
振
り
返
り
な
が
ら
新
年
の
抱
負
に
つ
い

て
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
土
地
改
良
区
の
組
合
員
を
父

か
ら
引
き
継
ぎ
、
日
々
の
業
務
を
行
い
な

が
ら
田
ん
ぼ
の
営
農
を
始
め
ま
し
た
。
さ

す
が
に
業
務
の
繁
忙
期
と
重
な
る
代
掻
き

は
自
分
で
は
出
来
ず
、
他
の
方
に
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外

の
作
業
は
な
ん
と
か
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

営
農
の
結
果
は
、
一
昨
年
よ
り
少
し
は

増
収
と
な
り
ま
し
た
が
他
の
方
々
と
比
べ

る
と
ま
だ
ま
だ
の
出
来
で
し
た
が
、
ど
う

す
れ
ば
増
収
と
な
る
か
を
考
え
な
が
ら
楽

し
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
営
農
を
取
り
組
む
こ
と
で
土
地
改
良

施
設
の
あ
り
が
た
み
を
身
に
染
み
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
国
営
事
業
を
始
め
と
す

る
数
多
く
の
事
業
に
携
わ
っ
た
諸
先
輩
方

に
は
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
土
地
改
良
区
の
組
合
員
も
私
と

同
世
代
の
方
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い

ま
す
が
、「
土
地
改
良
区
っ
て
な
に
を
し

て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
時
に
説
明
す
る
こ
と
や
情
報
を
発
信
す

る
機
会
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
る
の
で
は

と
考
え
ま
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
自
粛
さ
れ
て

い
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
、
少
し
で
も
私
が
感
じ
た
こ

と
の
よ
う
に
土
地
改
良
施
設
の
重
要
性
な

ど
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
日
々
の
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
が
少
し

で
も
落
ち
着
き
、
本
協
議
会
並
び
に
会
員

の
皆
様
の
ご
多
幸
を
願
い
結
び
と
い
た
し

ま
す
。

年
男
の
雑
感

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

佐
　
藤
　
優
　
祐

　

私
が
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
37
回
目
の

冬
が
や
っ
て
き
た
。
暦
の
上
で
は
春
で
あ

る
が
、
私
が
誕
生
し
た
と
き
は
雪
が
降
っ

て
い
た
と
聞
く
。
年
男
・
年
女
は
満
年
齢

で
数
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
36
歳

に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。
私
も
気
が
つ
け

ば
ア
ラ
フ
ォ
ー
の
仲
間
入
り
で
あ
る
。

　

思
え
ば
、
10
年
前
の
２
０
１
３
年
３
月

に
臨
時
職
員
と
し
て
入
職
し
翌
４
月
か
ら

正
職
員
と
し
て
お
世
話
に
な
り
、
早
10
年

が
経
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
入
職
時
に
執
筆

依
頼
を
受
け
て
か
ら
２
回
目
の
執
筆
と
な

る
が
、
当
時
か
ら
文
才
は
何
も
進
歩
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
は
ご
容
赦
願
い
た
い
。

　

さ
て
、
執
筆
依
頼
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

ネ
タ
が
な
く
、
ネ
タ
が
な
い
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
世
界
に
ネ
タ
を
求
め
よ
う
と
す

る
の
は
い
い
こ
と
な
の
か
悪
い
こ
と
な
の

か
。
野
村
総
合
研
究
所
（
Ｎ
Ｒ
Ｉ
）
が
２

０
２
１
年
に
実
施
し
た
「
生
活
者
年
末

ネ
ッ
ト
調
査
」
に
よ
る
と
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
な
ど
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
使
用
し
た
情

報
収
集
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
収

集
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
ら
し
い
。

　

Ｚ
世
代
の
情
報
処
理
の
特
徴
と
し
て

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
検
索
」
が
挙
げ
ら
れ
、
最
近
で

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
「
グ
グ
る
」
か

ら
「
タ
グ
る
」
そ
し
て
、「
デ
ィ
グ
る
」（
ｄ

ｉ
ｇ
（
掘
る
）
つ
ま
り
、
情
報
を
探
す
・

発
見
す
る
・
発
掘
す
る
と
い
う
意
味
ら
し

い
）
と
続
く
ら
し
い
が
、
残
念
な
が
ら
私

は
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
人
を
見
た
こ

と
が
な
い
。
と
は
い
え
、
掘
り
起
こ
し
て

き
た
情
報
を
批
判
的
に
見
な
が
ら
対
峙
で

き
る
情
報
検
証
能
力
を
養
成
す
る
必
要
が

あ
る
と
私
は
思
っ
て
お
り
、
仕
事
柄
、
こ

こ
最
近
の
税
法
等
改
正
に
か
か
る
一
次
情

報
ま
で
遡
り
確
認
を
し
な
い
と
気
が
済
ま

な
い
こ
と
に
よ
る
業
務
遅
延
は
な
ん
と
か

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
我
々
の
世
代
は
ゆ
と
り
世

代
だ
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
が
、

〝
半
ド
ン
〟
を
経
験
し
て
い
る
身
か
ら
す

る
と
、
ち
ょ
う
ど
狭
間
の
世
代
で
あ
る
と

思
う
。
１
９
８
７
年
生
ま
れ
の
人
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
世
代
（
１
９
８
２
年
～
１
９

８
７
年
の
間
に
生
ま
れ
た
人
）
で
も
あ
り

ゆ
と
り
世
代
で
も
あ
る
と
の
ペ
ー
ジ
に
た

ど
り
着
い
た
。
下
の
ゆ
と
り
世
代
と
上
の

氷
河
期
世
代
の
間
に
位
置
し
、
様
々
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
耐
え
て
き
た
世
代
な
の
で

は
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
命
名
さ
れ

て
い
る
ら
し
い
。
私
自
身
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
耐
え
て
き
た
つ
も
り
も

な
く
、
い
つ
も
何
か
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ

う
な
と
こ
ろ
で
な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
て

い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
卯
年
生
ま
れ
の
人
の
性
格
・
特

徴
を
検
索
し
て
み
る
と
、

　

卯
年
生
ま
れ
の
人
は
、
優
し
く
、
静
か

で
、
優
雅
で
、
警
戒
心
が
強
く
、
素
早

く
、
巧
み
で
、
親
切
で
、
忍
耐
強
く
、

非
常
に
責
任
が
あ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

が
、
表
面
的
で
、
頑
固
で
、
憂
鬱
で
、

過
度
に
控
え
め
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

卯
年
生
ま
れ
の
男
性
は
、
常
に
人
を
丁

寧
に
優
し
い
笑
顔
で
扱
い
、
信
憑
性
と

誠
実
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
困
難
に
直

面
し
た
と
き
、
彼
ら
は
決
し
て
落
胆
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
わ
り
に

解
決
策
を
見
つ
け
る
た
め
の
努
力
に
固

執
し
続
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
最
終
的
に

人
か
ら
う
ら
や
ま
し
い
成
功
を
収
め
る

で
し
ょ
う
。

と
あ
り
、
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
じ
ゃ
な

い
か
！
と
一
人
で
勝
手
に
大
き
く
膝
を

打
っ
た
。
こ
の
情
報
が
正
し
い
か
ど
う
か

は
私
自
身
で
は
検
証
す
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
真
摯
に
受
け
、
精
進
し
て

い
き
た
い
。
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新会員の
みなさんより

『
土
地
改
良
区
職
員

と
し
て
』請戸

川
土
地
改
良
区

佐さ

さ々

木き

大だ
い

智ち

　

会
員
の
皆
様
初
め
ま
し
て
。
令
和
４
年

５
月
よ
り
請
戸
川
土
地
改
良
区
職
員
と
な

り
ま
し
た
佐
々
木
大
智
と
申
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
は
、
南
相
馬
市
鹿
島
区
の
出
身
で
、

南
相
馬
市
内
の
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の

18
年
間
を
南
相
馬
市
で
過
ご
し
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
後
、
都
内
の
大
学
へ
進
学
し

ま
し
た
。

　

私
は
、
は
っ
き
り
言
っ
て
、
大
学
卒
業

後
、
福
島
県
で
就
職
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
福
島
県
に
戻
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
大
学
の
友
人
や
知
人

と
の
ふ
と
し
た
会
話
で
す
。
私
が
福
島
県

出
身
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
ま
ず
最

初
に
出
て
き
た
の
が
〝
原
発
〟、〝
東
日
本

大
震
災
〟
の
話
で
し
た
。
原
発
、
震
災
以

外
で
福
島
県
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
質
問
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
福
島
県
の
こ
と
を

あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
と
答
え
、
こ
ん
な

に
も
福
島
県
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
多

い
の
か
と
、
少
し
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
、
福
島
県
の
魅
力
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
、
福
島
県
で
就

職
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
繋
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

大
学
を
卒
業
後
、
福
島
市
役
所
、
株
式

会
社
福
島
野
球
団
に
就
職
し
ま
し
た
。
福

島
市
役
所
で
は
、『
生
活
保
護
』
を
担
当

す
る
部
署
に
配
属
さ
れ
、
生
活
保
護
業
務

に
携
わ
り
、
株
式
会
社
福
島
野
球
団
で

は
、
福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
の
球
団
運
営

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
職
場

も
刺
激
的
で
、
な
か
な
か
経
験
が
で
き
な

い
よ
う
な
こ
と
も
多
く
経
験
で
き
、
新
鮮

な
毎
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
心
の
ど
こ

か
で
『
地
元
に
帰
ろ
う
か
な
。』
と
考
え

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

株
式
会
社
福
島
野
球
団
を
退
職
後
、
職

を
探
し
て
い
た
際
に
、
ご
縁
が
あ
り
、
就

職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
私
の
地
元
・

南
相
馬
市
に
近
い
浪
江
町
に
あ
る
請
戸
川

土
地
改
良
区
で
す
。

　

農
業
に
関
し
て
の
興
味
は
あ
り
ま
し
た

が
、
大
学
ま
で
勉
強
す
る
機
会
も
あ
ま
り

な
か
っ
た
た
め
、
農
業
に
関
し
て
は
無
知

の
状
態
で
し
た
。
土
地
改
良
区
に
つ
い
て

も
、
就
職
す
る
以
前
は
、
土
地
改
良
区
と

い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け
れ

ど
、
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
職
場
な
の
か
、

と
ん
と
見
当
が
つ
か
ぬ
状
態
で
し
た
。
実

際
に
就
職
し
て
か
ら
は
、
ダ
ム
の
管
理
業

務
、
幹
線
水
路
の
維
持
管
理
、
ほ
場
整
備

業
務
等
、
業
務
の
幅
広
さ
を
実
感
し
、
ま

だ
ま
だ
私
に
は
農
業
や
土
地
改
良
事
業
に

関
し
て
の
知
識
・
経
験
が
不
足
し
て
い
る

な
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
毎
日
で
す
。

　

職
場
の
上
司
・
先
輩
方
に
支
え
ら
れ
、

助
け
ら
れ
、
な
ん
と
か
業
務
を
こ
な
し
て
い

る
私
で
す
が
、
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
、
自
分
自
身
の
知
識
の
幅
が
広

が
る
、
そ
ん
な
状
況
を
プ
ラ
ス
に
捉
え
な

が
ら
、
今
後
も
微
力
な
が
ら
相
双
地
区
の

復
興
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
、
土
地
改
良
区

の
職
員
と
し
て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
未
熟
者
ゆ
え
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
」

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

菅か
ん

野の

　
恵け

い

吾ご

　

は
じ
め
ま
し
て
。
令
和
４
年
４
月
よ
り

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
、
総

務
企
画
部
総
務
企
画
課
に
配
属
に
な
り
ま

し
た
菅
野
恵
吾
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
高
校
卒
業
後
、
大
学
で
観
光
学
を

専
攻
し
て
い
ま
し
た
。
観
光
学
を
専
攻
し

た
き
っ
か
け
は
、
私
の
地
元
で
あ
る
飯
坂

町
の
地
域
振
興
・
活
性
化
を
図
り
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
国
内

外
の
ホ
テ
ル
で
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
た

の
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

　

し
か
し
、
就
職
活
動
の
時
期
に
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
世
界
で
蔓
延
し
、
日
本
で
も

一
時
期
感
染
者
数
が
急
激
に
増
加
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の
影
響
は
大
き
く
、

観
光
業
は
大
打
撃
を
受
け
て
し
ま
い
、
私

自
身
将
来
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
際
に
両
親
や
知
人
、

先
生
な
ど
に
も
相
談
を
し
、
日
々
悩
み
な

が
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
地
元
に
帰
省
し
た
際
に
農
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家
の
方
々
と
接
す
る
機
会
が
あ
り
、
改
め

て
農
業
の
良
さ
、
大
事
さ
に
気
づ
き
、
農

家
の
方
々
に
携
わ
っ
た
仕
事
を
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
出
来
事
を
き
っ

か
け
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
主
催
す
る
説

明
会
や
面
談
に
何
度
か
足
を
運
び
、
本
会

の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
実
際
に
話
を
聞

い
て
み
る
と
、
初
め
て
耳
に
す
る
言
葉
や

専
門
的
な
内
容
が
多
く
、
説
明
会
中
は
理

解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
精
一
杯
で
し

た
。
で
す
が
、
頂
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
基
に
見
て
い
く

と
、
本
会
が
行
っ
て
い
る
事
業
を
大
ま
か

で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
理
解
を
し

て
い
き
、
興
味
や
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
私
自
身
今
ま
で
携

わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
で
す
の
で
、
業

務
に
つ
い
て
知
識
不
足
で
す
が
、
大
学
で

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
新
た
な
視
点

か
ら
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
会
に
入
会
し

て
か
ら
半
年
以
上
経
ち
、
ま
だ
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
上
司
や
先
輩

方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
徐
々
に

身
に
つ
け
て
い
き
、
し
っ
か
り
と
与
え
ら
れ

た
業
務
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す

郡
山
市
東
部
土
地
改
良
区

西に
し

牧ま
き

　
佑ゆ

う

馬ま

　

私
は
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
西
牧
と
申
し
ま
す
。
令

和
４
年
４
月
よ
り
正
式
に
職
員
と
な
り
ま

し
た
。

　

採
用
当
初
は
、
土
地
改
良
区
と
は
ど
の

よ
う
な
業
務
を
す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
ど
の
よ

う
な
業
務
が
あ
る
の
か
と
か
、
私
が
ほ
と

ん
ど
携
わ
っ
て
は
い
な
い
業
務
な
ど
は
話

を
聞
く
だ
け
で
難
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

現
在
担
当
し
て
い
る
業
務
は
、
現
在
農

業
経
営
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
か
ん
が
い

用
水
供
給
の
た
め
施
設
の
維
持
管
理
業
務

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
４
月
下
旬
頃

か
ら
始
ま
る
、
し
ろ
か
き
、
田
植
の
時
期

に
向
け
て
施
設
の
点
検
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

の
充
水
作
業
等
を
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
年
々
施
設
の
老
朽
化
が
進

み
、
正
常
に
操
作
で
き
な
い
設
備
が
多
く

な
り
丁
寧
か
つ
慎
重
な
作
業
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
今
年
も
数
件
の
漏
水
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
今
後
も
組
合
員
さ
ん
に
不
自

由
な
く
水
の
使
用
を
し
て
い
た
だ
き
、
農

業
経
営
を
し
て
も
ら
う
事
が
一
番
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
抱
負
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
こ
と
、
一
度
経
験
し
た
ら
二
度
と

経
験
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
、
壁
に
ぶ
つ

か
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。で
す
が
、

そ
の
時
は
初
心
に
戻
り
、
自
分
が
働
き
始

め
た
ば
か
り
の
頃
の
、
緊
張
感
や
ワ
ク
ワ

ク
感
を
思
い
出
し
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て

い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
人
生
で

一
番
時
間
を
費
や
す
の
が
仕
事
な
の
で
あ

れ
ば
そ
の
仕
事
を
楽
し
く
、
そ
し
て
よ
り

充
実
し
た
生
活
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
日
々
学
ん
で
い
く
と
い
う

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
方
や

役
員
の
方
、
そ
し
て
県
土
地
改
良
団
体
職

員
の
皆
様
、
今
後
共
ご
指
導
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

土
地
改
良
区
に
勤
務

し
て

江
花
川
沿
岸
土
地
改
良
区

大お
お

森も
り

　
英ひ

で

夫お

　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
江
花
川
沿
岸

土
地
改
良
区
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
令
和
３
年
８
月
ま
で
市
役
所
に

勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
体
調
を
崩
し

て
退
職
し
、
約
半
年
の
療
養
期
間
？
を
経

て
当
改
良
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
次

第
で
す
。
一
般
的
な
定
年
退
職
の
年
齢
な

の
で
、
他
の
新
会
員
さ
ん
が
持
っ
て
い
る

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
さ
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ

ん
し
、「
柔
軟
な
考
え
方
」
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
の
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

事
務
所
の
あ
る
藤
沼
湖
は
、
ご
存
じ
の

と
お
り
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
堤
体

が
決
壊
し
た
こ
と
に
よ
る
ダ
ム
水
の
流
出

で
、
犠
牲
に
な
っ
た
方
が
で
た
場
所
で
す

が
、
現
在
は
新
た
な
藤
沼
ダ
ム
が
完
成

し
、
今
般
施
設
が
県
か
ら
市
に
移
管
さ

れ
、
そ
の
ダ
ム
管
理
所
で
簡
易
的
な
ダ
ム

管
理
を
し
な
が
ら
土
地
改
良
区
の
業
務
を

し
て
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
、
前
職
の
職
務
関
係
や
家
が

農
家
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
土
地
改
良

区
の
業
務
に
つ
い
て
は
漠
然
と
「
こ
う
い

う
仕
事
を
す
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
認
識
は

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
思
い

違
っ
て
い
た
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
々
あ
り
、
先
輩
職
員
に
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
今
年
度
か
ら
当
改
良
区
で
導
入
し

て
い
る
複
式
簿
記
会
計
に
つ
い
て
は
、
個

人
的
に
は
単
式
簿
記
の
経
験
し
か
な
い
た

め
、
勿
論
会
計
シ
ス
テ
ム
も
そ
う
で
す

が
、
そ
の
処
理
方
法
に
苦
慮
し
て
い
る
の
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が
現
状
で
す
の
で
、
今
後
も
複
式
簿
記
研

修
会
に
参
加
し
た
り
、
土
地
連
の
方
な
ど

か
ら
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
処
理
方
法
を
身
に
つ
け
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
改
良
区
は
規
模
的
に
小
さ
く
、
私
を

含
め
て
２
名
の
職
員
体
制
で
す
が
、
地
区

内
農
地
の
圃
場
整
備
事
業
は
だ
い
ぶ
前
に

完
了
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
造
成

工
事
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
軽
微
な

改
修
と
と
も
に
、
今
後
各
頭
首
工
な
ど
老

朽
化
に
伴
っ
た
大
規
模
な
改
修
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
地
区
内
を
み
て
も
、
少
子
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
農
家
の
担
い
手
不
足
か

ら
、
耕
作
者
が
か
な
り
集
約
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
は
遊
休

農
地
が
極
端
に
拡
大
し
て
い
る
感
じ
は
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続

け
ば
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
…
素
人
な
が

ら
危
機
感
は
あ
り
ま
す
。そ
の
意
味
で
も
、

コ
ロ
ナ
禍
後
の
あ
り
方
や
こ
う
い
っ
た
状

況
に
「
柔
軟
に
対
応
で
き
る
団
体
」
を
模

索
し
な
が
ら
、
日
々
の
業
務
を
ス
ム
ー
ズ

に
処
理
で
き
る
よ
う
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
各
役
員
を
含
め

た
組
合
員
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
各
土
地
改

良
区
や
各
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
は
今
後

も
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

菅か
ん

野の

　
晴は

る

日ひ

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
福
島
県
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会
に
て
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
、
菅
野
晴
日
と
申
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
学
で
は
福
祉
学
・
心
理
学
を
専
攻
し
、

他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
方
や
日
本
の
福

祉
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
学
ん
で
お
り
ま

し
た
。
生
ま
れ
育
ち
は
福
島
市
で
、
大
学

は
県
外
の
大
学
で
し
た
。
そ
こ
で
出
会
う

人
た
ち
に
福
島
県
民
は
い
な
か
っ
た
た

め
、
他
県
の
人
と
の
交
流
は
私
に
と
っ
て

異
文
化
交
流
の
よ
う
で
、「
こ
ん
な
世
界

が
あ
る
の
か
、
こ
ん
な
考
え
を
持
っ
た
同

世
代
が
い
る
の
か
」
と
多
く
の
刺
激
を
受

け
た
４
年
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
の
先
生
や
友
人
か
ら
福
島
県
に
つ

い
て
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
自
分
な
り

に
福
島
県
に
つ
い
て
紹
介
し
た
り
、
案
内

し
た
り
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
福
島

県
を
外
か
ら
見
る
こ
と
で
、
今
ま
で
気
づ

か
な
か
っ
た
良
さ
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
が
き
っ
か
け
で

福
島
県
で
働
き
、
貢
献
し
た
い
と
い
う
就

職
活
動
の
軸
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
で
す
が
、
農
作
業
の
経
験
は

少
な
く
、
自
宅
や
親
戚
の
畑
で
野
菜
の
種

ま
き
や
収
穫
、
小
学
校
の
授
業
の
一
環
と

し
て
田
植
え
を
し
た
程
度
で
、
農
業
に
関

す
る
知
識
は
無
い
状
態
で
入
会
い
た
し
ま

し
た
。
入
会
か
ら
８
ヶ
月
が
経
過
し
、
業

務
で
取
り
扱
う
こ
と
す
べ
て
が
初
め
て
の

経
験
で
、
新
鮮
で
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。

　

県
内
各
地
に
出
張
に
行
き
、
実
際
に
現

地
を
見
た
り
、
い
ろ
ん
な
方
々
と
一
緒
に

お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
多

く
、
農
業
に
対
し
て
驚
き
の
連
続
で
非
常

に
勉
強
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
田
畑
や
た

め
池
、
水
路
な
ど
農
家
の
方
々
や
土
地
改

良
団
体
の
方
々
に
と
っ
て
は
馴
染
み
の
あ

る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
の

仕
組
み
や
、
利
用
方
法
な
ど
を
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
農
業
経
験
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
私
に
と
っ

て
は
驚
く
も
の
ば
か
り
で
す
。
以
前
ま
で

は
何
気
な
く
見
て
い
た
田
園
風
景
で
す

が
、
今
で
は
身
を
乗
り
出
し
て
見
て
し
ま

い
ま
す
。

　

自
身
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、
農
業
を

ど
の
よ
う
に
守
り
残
し
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
自
分
の
業
務
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
具
体
的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
業
務

を
通
し
て
、
復
興
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
営

農
再
開
へ
取
り
組
ん
で
い
く
地
域
が
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
営
農
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
深
く
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
こ
と
も
ま
だ
あ
り
、
至
ら
な

い
点
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
一
日
で
も
早

く
業
務
を
覚
え
、
皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ

う
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

藤ふ
じ

井い

　
　
弥わ

た
る

　

会
員
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
令
和
４

年
度
よ
り
福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
藤

井
弥
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
福
島
市
で
す

が
、
学
生
時
代
は
一
時
故
郷
を
離
れ
、
福

島
市
と
比
較
し
て
住
ん
で
い
る
外
国
人
が

多
い
と
こ
ろ
に
住
む
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
は
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
市
の
人
口
の
約
５
％
が
主
に
ブ
ラ

ジ
ル
・
東
南
ア
ジ
ア
系
の
外
国
人
で
あ
り
、
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こ
れ
は
福
島
市
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
比

が
約
０
・
５
％
で
あ
る
と
い
う
数
字
を
見

て
も
違
い
は
明
ら
か
だ
と
言
え
ま
す
。
私

は
そ
う
い
っ
た
地
域
に
あ
る
駅
ビ
ル
の
商

業
施
設
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
日
本
語
や
英
語
の
通
じ
な
い
外
国
人

客
の
接
客
は
単
語
す
ら
聞
い
た
こ
と
の
な

い
も
の
で
、
対
応
に
苦
戦
す
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
法
学
系
に
進
み
、
主
に
人
文

学
や
行
政
学
な
ど
地
域
政
策
に
関
わ
る
も

の
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
の
各

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
徒
歩
15
分
程
度
の
場
所

に
市
役
所
が
位
置
し
て
い
た
た
め
、
市
役

所
職
員
の
方
々
が
開
く
公
開
講
義
や
交
流

会
な
ど
に
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
当
時
は
農
業
メ
イ
ン
で
学
ぶ
機

会
が
ほ
ぼ
無
く
、
さ
ら
に
不
出
来
な
頭
が

祟
り
、
卒
業
す
る
頃
に
は
手
続
法
な
ど
の

公
法
す
ら
十
分
に
活
用
で
き
る
ほ
ど
の
知

識
は
抜
け
落
ち
、
毎
年
買
わ
さ
れ
た
六
法

も
埃
を
被
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
し

た
。
そ
れ
で
も
学
生
生
活
を
通
し
て
た
だ

漠
然
と
地
域
の
た
め
に
貢
献
す
る
な
ら
生

ま
れ
育
っ
た
土
地
が
良
い
と
考
え
、
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
し
て

再
び
福
島
に
戻
っ
て
こ
う
し
た
ご
縁
を
頂

け
た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

さ
て
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
、
私
は
農

村
振
興
部
農
地
管
理
課
に
て
主
に
換
地
に

関
わ
る
業
務
を
し
て
お
り
ま
す
。
換
地
と

い
う
仕
事
は
専
門
用
語
が
多
く
、
よ
く
分

か
ら
な
い
単
語
ば
か
り
で
一
つ
の
資
料
を

読
む
に
も
一
苦
労
で
す
。
会
議
に
参
加
し

た
と
き
も
何
の
話
を
し
て
い
る
の
か
ほ
と

ん
ど
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
し
ば

し
ば
あ
り
ま
し
た
。
改
良
区
や
県
の
方
と

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
き
も
自
分
一

人
で
は
空
回
り
す
る
だ
け
で
何
も
で
き
な

い
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
農

地
管
理
課
に
は
見
本
と
な
る
先
輩
方
が
た

く
さ
ん
お
り
、
そ
う
い
っ
た
方
々
を
目
標

と
し
て
仕
事
に
努
め
、
将
来
的
に
は
換
地

士
の
資
格
を
取
得
し
て
換
地
士
と
し
て
一

人
前
に
業
務
を
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

　

入
会
以
前
は
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

ざ
っ
く
り
と
し
た
概
要
し
か
認
識
し
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
入
っ
て
業
務

に
携
わ
っ
て
み
る
と
業
務
の
幅
の
広
さ
と

奥
深
さ
に
若
干
の
戸
惑
い
は
あ
り
ま
す

が
、
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
一
つ
ず

つ
精
一
杯
尽
力
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す

が
、
任
さ
れ
た
仕
事
に
責
任
を
持
ち
、
少

し
で
も
早
く
即
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
に
努

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

梁
川
町
土
地
改
良
区

佐さ

藤と
う

　
宏ひ

ろ

行ゆ
き

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
梁
川
町
土
地
改
良

区
に
勤
務
し
て
い
る
佐
藤
宏
行
と
申
し
ま

す
。
前
職
は
伊
達
市
役
所
建
設
部
で
定
年

を
迎
え
、
そ
の
後
、
土
地
改
良
区
で
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
土
地
改
良
区
は
伊
達
市
梁
川
町
に
あ

り
、
福
島
県
中
通
り
東
北
端
に
位
置
し
、

東
北
部
は
宮
城
県
丸
森
町
、
西
部
は
桑
折

町
と
国
見
町
、
東
南
部
は
福
島
市
に
隣
接

し
阿
武
隈
川
支
流
に
拓
け
た
水
田
は
、
広ひ
ろ

瀬せ

川が
わ

よ
り
取
水
し
て
い
る
砂い
さ

子ご

堰
頭
首
工

を
主
に
、
塩し
お

野の

川が
わ

、
山や
ま

舟ふ

生に
ゅ
う

川が
わ

、
伝で
ん

樋ぴ

川が
わ

及
び
各
た
め
池
の
受
益
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

当
区
は
、
砂
子
堰
を
は
じ
め
と
す
る
頭

首
工
や
幹
線
水
路
並
び
に
た
め
池
等
を
管

理
し
て
い
ま
す
が
、
施
設
の
多
く
が
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
受
益
者
の
負
担
は
大

き
く
、
組
合
員
一
丸
と
な
っ
た
適
正
な
維

持
管
理
が
求
め
ら
れ
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
梁
川
町
土
地
改
良
区
に
入
職

は
、
令
和
元
年
10
月
の
台
風
19
号
で
被
災

し
た
梁
川
町
土
地
改
良
区
の
施
設
復
旧
の

一
助
に
な
れ
ば
と
、
同
年
11
月
よ
り
県
職

員
農
業
土
木
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
共
に
農
業
用

施
設
災
害
復
旧
事
業
の
調
査
業
務
（
公
共

災
15
箇
所
）
に
た
ず
さ
わ
り
ま
し
た
。

　

災
害
査
定
前
の
現
地
調
査
で
は
、
河
川

内
で
の
調
査
が
多
く
極
寒
で
手
が
凍
え
デ

ジ
カ
メ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
も
押
せ
な
い
く
ら

い
で
、
橘
理
事
長
（
当
時
会
計
理
事
）
も

災
害
班
長
と
し
て
現
場
調
査
に
入
り
、
頭

首
工
被
災
調
査
時
に
は
、
川
の
流
れ
に

「
足
が
ド
ボ
ン
！
」
と
水
没
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ
り
大
変
な
調
査
で
し
た
。
そ

の
後
、
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
土
地
改

良
区
事
務
局
長
と
し
て
勤
務
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
４
年
３
月
で
災
害
復
旧
事

業
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
事
業
実
施
に

際
し
ま
し
て
、
福
島
県
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
厚
意
に

支
え
ら
れ
、
全
て
完
了
で
き
ま
し
た
こ
と

に
心
よ
り
に
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
、
ご
承
知
の
と
お
り
農
業
・
農
村

を
取
巻
く
環
境
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

下
に
あ
り
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下
落
な
ど
、
特
に

当
土
地
改
良
区
管
内
は
、
担
い
手
の
減
少

や
高
齢
化
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
50

年
２
月
に
設
立
さ
れ
た
歴
史
あ
る
こ
の
土

地
改
良
区
の
将
来
に
向
け
て
福
島
県
土
地

改
良
事
業
団
体
連
合
会
並
び
に
行
政
関
係
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機
関
と
連
携
し
て
、
今
後
と
も
、
適
正
な

維
持
管
理
の
も
と
健
全
な
土
地
改
良
区
の

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
組

合
員
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
土
地
改
良
区
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お

力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
土
地
改
良
区
の
職

員
と
な
っ
て
」

会
津
若
松
市
湊
土
地
改
良
区

渡わ
た

部な
べ

恵え

美み

子こ

　

令
和
３
年
５
月
よ
り
会
津
若
松
市
湊
土

地
改
良
区
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
渡
部
と

申
し
ま
す
。

　

今
回
、
令
和
４
年
12
月
に
筆
を
と
っ
て

い
る
次
第
で
す
が
、
改
良
区
職
員
と
な
っ

て
か
ら
早
い
も
の
で
約
１
年
半
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
の
１
年
半
の
時
間
を
改
め
て
思

い
返
し
て
み
ま
し
た
が
、
本
当
に
あ
っ
と

い
う
間
で
、
時
が
過
ぎ
る
速
さ
を
改
め
て

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
総
務
・
会
計
・
事
務
を
主
に
し
た

職
務
に
就
い
て
お
り
ま
す
が
、
１
年
半
の

時
が
経
過
し
て
も
組
合
員
の
皆
様
方
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
な
ど
で
初
め
て
聞
く
言
葉

や
、
会
計
業
務
で
も
初
め
て
行
う
処
理
が

出
て
く
る
こ
と
に
今
更
な
が
ら
日
々
勉
強

の
毎
日
で
、
土
地
改
良
区
の
役
割
や
仕
事

の
奥
深
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
職
務
に
就
い
て
ま
ず
一
番
頭
を
悩

ま
せ
た
の
が
、
当
土
地
改
良
区
管
内
の
現

状
の
把
握
で
す
。
当
土
地
改
良
区
管
内
の

地
名
や
位
置
図
、
改
良
区
管
理
施
設
の
把

握
は
も
ち
ろ
ん
、
組
合
員
の
方
の
お
名
前

や
お
顔
、
住
ん
で
い
る
地
域
、
は
た
ま
た
所

有
し
て
い
る
田
畑
の
位
置
や
状
況
、
管
理

者
・
耕
作
者
ま
で
も
、
上
司
・
先
輩
職
員

の
方
々
は
何
を
聞
か
れ
て
も
ス
ラ
ス
ラ
と
答

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
地
元
の
組
合
員
の
方
々
と
土
地

改
良
区
の
関
係
が
密
接
で
あ
り
、
様
々
な

相
談
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
皆
様
か

ら
多
く
の
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ

な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
わ
か

ら
な
い
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私

も
一
日
も
早
く
そ
の
一
端
を
担
え
る
よ
う
に

邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
当
土
地
改
良
区
に
採
用
さ

れ
る
以
前
は
農
業
に
関
係
の
な
い
仕
事
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
会
計
事
務
に
関
し
ま

し
て
も
未
経
験
に
近
く
、
ち
ょ
う
ど
私
が

採
用
さ
れ
た
時
期
は
、
土
地
改
良
区
の
会

計
も
単
式
簿
記
か
ら
複
式
簿
記
へ
の
移
行

期
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
複
式
簿

記
に
関
す
る
会
計
業
務
も
全
く
分
か
ら
ず

手
探
り
の
状
態
で
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
上
司
の
方
々
や
近
隣
の
土
地
改
良
区

の
会
計
の
方
に
も
ご
教
授
い
た
だ
き
一
つ

一
つ
業
務
を
覚
え
、
一
歩
一
歩
で
は
あ
り

ま
す
が
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
戦

力
に
な
る
に
は
程
遠
い
で
す
が
、
水
土
里

ネ
ッ
ト
福
島
主
体
で
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ

る
様
々
な
研
修
を
受
け
な
が
ら
、
学
ん
だ

知
識
を
自
分
の
力
に
な
る
よ
う
積
み
重
ね

精
進
し
て
業
務
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

日
々
の
業
務
を
や
さ
し
く
ご
指
導
い
た
だ

い
た
上
司
、
先
輩
職
員
の
方
々
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

者
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
先
も
色
々
な
壁
に

直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
振
り
返
り
な

が
ら
業
務
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
や
役
員
の

方
々
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島
の
職
員
の
皆

様
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す磐

城
小
川
江
筋
土
地
改
良
区

長な
が

瀬せ

麻ま

裕ゆ

香か

　

令
和
４
年
４
月
よ
り
磐
城
小
川
江
筋
土

地
改
良
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
、
長
瀬
と
申
し
ま
す
。

　

時
間
の
流
れ
と
は
早
い
も
の
で
、
気
付

け
ば
い
つ
の
間
に
か
勤
め
て
か
ら
８
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。
は
じ
め
は
わ
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
で
、
毎
日
緊
張
し
て
過
ご
し

て
い
た
け
れ
ど
、
明
る
く
優
し
い
先
輩
方

に
恵
ま
れ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
わ
か

り
や
す
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
職
場
全

体
が
明
る
く
、
と
て
も
充
実
し
た
毎
日
を

送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
学
生
ま
で
は
、
農
業
と
は
無
縁
の

環
境
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
住
宅
街
で

田
ん
ぼ
も
近
く
に
は
な
く
、
小
学
校
の
授

業
で
田
植
え
を
し
た
こ
と
が
あ
る
く
ら
い

で
し
た
。
商
業
高
校
に
入
学
し
、
簿
記
を

学
ん
だ
こ
と
で
事
務
職
を
希
望
し
て
、
初

め
て
勤
め
た
と
こ
ろ
が
農
協
で
し
た
。
そ

こ
で
磐
城
小
川
江
筋
土
地
改
良
区
を
知
り

ま
し
た
。
窓
口
で
賦
課
金
の
取
扱
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
農
家
に
嫁
い
だ
こ
と
で
農
業

が
身
近
な
も
の
と
な
り
、
私
自
身
は
田
植

え
の
時
期
に
少
し
お
手
伝
い
す
る
程
度
で

す
が
、
お
米
を
作
る
大
変
さ
、
お
い
し
い

お
米
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

を
日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

縁
あ
っ
て
当
土
地
改
良
区
に
お
世
話
に
な

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
お
米
を
作
る
た

め
の
水
が
、
今
ま
で
は
当
た
り
前
に
た
だ

流
れ
て
き
て
い
る
も
の
と
過
ご
し
て
い
た

け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
の
手
に
よ
っ
て
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流
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
土
地
改
良
区
に

勤
め
て
か
ら
知
り
ま
し
た
。

　

私
の
自
宅
は
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
て
い

て
、
周
り
に
建
物
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
二
階
か
ら
広
い
範
囲
の
田
園
風
景
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
田
ん
ぼ
の
一
面

緑
の
絨
毯
の
よ
う
な
景
色
も
好
き
で
す

が
、
田
植
え
前
の
景
色
が
特
に
好
き
で

す
。
水
の
入
っ
た
田
ん
ぼ
が
ま
る
で
湖
の

よ
う
に
見
え
、
水
面
に
反
射
す
る
夕
日
や

月
の
光
が
と
て
も
き
れ
い
で
子
ど
も
た
ち

と
私
の
お
気
に
入
り
の
風
景
で
す
。
こ
の

景
色
を
こ
れ
か
ら
先
も
見
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
私
も
土
地
改
良
区
の
一
員
と
し

て
、
今
後
も
周
り
の
皆
様
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
、
自
分
な
り
に
精
一
杯
勤
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

伊い

藤と
う

　
健け

ん

助す
け

　

皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
令
和
４
年
４
月

よ
り
、
福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
の
職
員
と
な
り
ま
し
た
伊
藤
健
助
と
申

し
ま
す
。
出
身
は
会
津
若
松
市
で
、
大
学

で
は
経
済
学
に
つ
い
て
学
び
、
前
職
で
は

イ
ン
フ
ラ
業
界
で
営
業
職
を
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
農
業
と
の
関
わ
り
は
薄

か
っ
た
た
め
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
、
勉
強
の
日
々
で
す
。

　

現
在
は
主
に
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

推
進
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は

制
度
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
先
輩
職
員
の
方
々
に
ご
教
授
い
た
だ

き
な
が
ら
、
県
内
の
１
３
０
０
を
超
え
る

活
動
組
織
が
作
成
す
る
活
動
計
画
書
の
確

認
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
は
じ
め
は
事
務

的
に
こ
な
す
こ
と
に
精
一
杯
で
、
制
度
が

担
う
意
義
に
つ
い
て
ピ
ン
と
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
業
務
に
携
わ
る
に
つ

れ
、
こ
の
制
度
が
活
動
組
織
の
方
が
行
う

農
村
環
境
の
保
全
活
動
を
支
援
し
、
活
動

を
通
じ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化

さ
せ
る
と
い
っ
た
、
農
業
農
村
の
振
興
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
ま
た
、
説
明
会
な
ど
で
活
動

組
織
の
方
と
直
接
会
っ
て
話
す
機
会
が
増

え
、
こ
の
制
度
の
お
か
げ
で
助
か
っ
て
い

る
と
い
っ
た
声
を
お
聞
き
し
、
自
分
の
行

う
業
務
が
、
間
接
的
に
も
生
ま
れ
育
っ
た

福
島
県
の
農
業
農
村
の
活
性
化
に
繋
が
っ

て
い
る
と
実
感
し
、
こ
の
よ
う
な
仕
事
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
光
栄
だ
と
思
い
ま

し
た
。
一
方
で
、
活
動
の
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
課
題
も
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
事
務

の
煩
雑
化
や
、
人
員
不
足
や
農
地
集
積
に

よ
る
共
同
活
動
の
負
担
の
偏
り
な
ど
は
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
考
え

ま
す
。

　

農
業
に
関
す
る
知
識
も
経
験
も
少
な
い

私
で
す
が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か

考
え
、
農
業
農
村
の
発
展
の
た
め
に
微
力

な
が
ら
も
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
先
輩
職
員
の
方
々
を
は
じ
め
会
員
の

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
私
に
と
っ
て
嬉
し
か
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
を
ひ
と
つ
。
先
日
、
娘
が
誕
生

し
父
親
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
出

産
に
立
ち
会
え
ず
、
た
だ
た
だ
心
配
で
堪

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
母
子
共
に
健
康

で
す
」
と
、
病
院
か
ら
伝
え
ら
れ
た
瞬
間

は
、
本
会
か
ら
届
い
た
採
用
通
知
書
を
拝

見
し
た
瞬
間
、
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
日

本
代
表
が
ド
イ
ツ
・
ス
ペ
イ
ン
代
表
に
逆

転
勝
利
し
た
瞬
間
と
同
様
に
心
嬉
し
く
、

飛
び
跳
ね
て
喜
び
ま
し
た
。
新
た
な
家
族

を
迎
え
、よ
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、

精
一
杯
業
務
に
励
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

「
志
は
下
流
か
ら
上

流
へ
向
か
っ
て
」

安
積
疏
水
土
地
改
良
区

渡わ
た

邊な
べ

　
裕ひ

ろ

也や

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
４
年
４
月
よ
り
安
積
疏
水
土

地
改
良
区
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
渡
邊
裕

也
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

大
学
を
卒
業
し
、
土
地
改
良
区
に
勤
務

し
始
め
て
か
ら
早
８
か
月
が
経
ち
ま
し

た
。
も
う
新
し
い
年
が
や
っ
て
き
た
の
か

と
、
時
の
流
れ
る
早
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま

す
が
、
こ
う
し
て
「
無
事
」
新
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　
「
無
事
」
と
い
う
の
も
、
令
和
２
年
は

厄
年
の
な
か
就
職
活
動
を
し
、
令
和
３
年

は
後
厄
、
そ
ん
な
な
か
で
社
会
人
を
初
め

て
経
験
す
る
と
い
う
の
は
、
な
ん
と
も
言

え
な
い
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

　

厄
年
は
意
外
に
も
何
事
も
な
く
、
む
し

ろ
安
積
疏
水
土
地
改
良
区
と
の
ご
縁
も
あ

り
、
就
職
を
決
め
ら
れ
た
こ
と
は
と
て
も

幸
せ
な
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ

勤
務
し
始
め
る
と
、
父
親
の
交
通
事
故
に

始
ま
り
、
流
行
り
病
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
か
か
り
、
私
ま
で
交
通
事
故
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の
被
害
に
あ
う
始
末
で
、
後
厄
の
本
領
が

発
揮
さ
れ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。
幸
い
事

故
に
よ
る
ケ
ガ
も
な
く
、
誰
か
を
傷
つ
け

る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
は
、
不
幸
中
の
幸

い
で
し
た
。

　

そ
ん
な
後
厄
ら
し
い
１
年
目
を
過
ご
し

て
い
る
私
で
す
が
、
出
身
も
育
ち
も
郡
山

市
で
あ
り
、
実
家
は
農
家
を
し
て
い
ま

す
。
大
学
進
学
ま
で
は
、
こ
ん
な
何
も
な

い
地
元
な
ん
て
出
て
都
会
で
過
ご
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京
で

大
学
生
活
を
過
ご
す
う
ち
に
、
実
家
の
お

米
の
お
い
し
さ
や
、
落
ち
着
い
て
過
ご
せ

る
過
ご
し
や
す
さ
に
あ
り
が
た
み
を
感

じ
、
地
元
に
貢
献
で
き
る
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
安
積
疏

水
土
地
改
良
区
を
受
け
た
き
っ
か
け
で
も

あ
り
ま
す
。

　

勤
務
す
る
前
、
私
が
想
像
し
て
い
た
仕

事
内
容
は
水
路
の
管
理
で
あ
り
、
門
の
開

け
閉
め
や
、
水
路
や
そ
の
周
り
の
清
掃
な

ど
で
し
た
。
実
際
、
水
利
課
で
は
そ
の
よ

う
な
仕
事
内
容
が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
配

属
さ
れ
た
の
は
財
政
課
で
あ
っ
た
た
め
、

初
め
て
知
る
仕
事
内
容
に
想
像
と
は
違
う

学
び
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
初
め

て
の
経
験
ば
か
り
で
右
も
左
も
分
か
ら
な

い
私
で
し
た
が
、
諸
先
輩
方
に
一
か
ら
ご

指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
で
き
る
仕
事
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
た
だ
け
る
度
に
、
私
に
も
今
後

後
輩
が
出
来
た
時
、
諸
先
輩
方
の
よ
う
な

ふ
る
ま
い
が
で
き
る
よ
う
、
知
識
と
経
験

を
蓄
え
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

諸
先
輩
方
の
よ
う
に
成
長
出
来
る
よ

う
、
分
か
ら
な
い
事
は
随
時
確
認
す
る
こ

と
。
間
違
え
て
し
ま
っ
た
事
は
何
が
原
因

で
間
違
え
た
の
か
明
確
に
し
、
今
後
の
改

善
点
を
考
え
実
行
し
て
い
く
こ
と
。
上
昇

志
向
で
日
々
精
進
す
る
こ
と
を
こ
の
場
を

か
り
て
宣
言
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

気
を
引
き
締
め
、
し
っ
か
り
実
行
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

後
厄
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
人
生
山
あ

り
谷
あ
り
、
悪
い
時
間
と
い
う
の
は
今
後

も
必
ず
来
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
で

も
良
い
時
間
に
す
る
努
力
を
し
た
い
で
す

し
、
人
生
に
お
い
て
そ
の
努
力
を
す
る
場

を
与
え
て
く
れ
た
安
積
疏
水
土
地
改
良
区

さ
ん
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

日
進
月
歩

安
積
疏
水
土
地
改
良
区

佐さ

藤と
う

　
史し

乃の

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
４
年
４
月
よ
り
安
積
疏
水
土

地
改
良
区
に
入
職
い
た
し
ま
し
た
佐
藤
史

乃
と
申
し
ま
す
。３
月
に
大
学
を
卒
業
し
、

新
し
い
環
境
に
も
慣
れ
て
き
た
社
会
人
１

年
目
で
す
。

　

こ
の
３
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
大
き
く
変
わ
っ
た
日
常
は
、
大
学

生
だ
っ
た
私
た
ち
の
生
活
も
大
き
く
変
化

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
影
響
は
授
業
の
み
な

ら
ず
、
就
職
活
動
に
も
及
び
ま
し
た
。
新

し
い
就
職
活
動
の
形
は
オ
ン
ラ
イ
ン
が
主

流
に
な
り
、
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
を
着
て

駆
け
回
る
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
就
職
活

動
と
は
異
な
る
も
の
で
し
た
。そ
れ
で
も
、

就
職
と
い
う
人
生
の
分
岐
点
で
本
区
に
巡

り
合
い
ま
し
た
。

　

社
会
人
と
し
て
歩
み
始
め
、
多
く
の
こ

と
に
触
れ
た
こ
の
８
か
月
は
〝
初
め
て
〟

の
連
続
で
し
た
。

　

そ
ん
な
〝
初
め
て
〟
の
中
で
、
通
水
１

４
０
周
年
と
い
う
大
き
な
式
典
を
１
年
目

で
経
験
で
き
た
こ
と
は
安
積
疏
水
の
歴
史

と
伝
統
を
、
身
を
も
っ
て
体
感
す
る
と
て

も
大
き
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

当
時
の
資
料
に
触
れ
る
機
会
も
多
く
、
実

際
に
見
て
、
聞
い
て
、
触
れ
た
時
間
は
、
自

分
に
と
っ
て
貴
重
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
を
相
手
に
し
た
施
設
見
学
を
通

し
て
、
一
つ
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
の
住
む
街
の
印
象

で
す
。
こ
れ
ま
で
、
郡
山
市
に
は
何
が
あ

る
か
と
聞
か
れ
た
と
き
に
、
会
津
の
鶴
ヶ

城
や
白
虎
隊
、
白
河
の
小
峰
城
や
白
河
だ

る
ま
、
須
賀
川
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
よ
う

に
、
目
立
っ
て
誇
れ
る
よ
う
な
も
の
が
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
安
積

疏
水
の
歴
史
を
学
ぶ
う
ち
に
、
安
積
疏
水

こ
そ
郡
山
が
誇
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

日
本
遺
産
で
あ
る
こ
と
も
、
世
界
か
ん
が

い
施
設
遺
産
で
あ
る
こ
と
も
、
も
っ
と
多

く
の
世
代
に
認
知
し
て
い
た
だ
く
べ
き
だ

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
も
、
若
い
世
代
の
人
た
ち
が
こ
れ
ま

で
の
安
積
疏
水
の
歴
史
や
伝
統
を
守
り
つ

つ
、
新
た
な
魅
力
も
発
信
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
一
人
に
私
自

身
も
な
れ
る
よ
う
、
郡
山
に
は
何
も
な

い
、
そ
う
思
っ
て
い
た
過
去
の
自
分
と
重

ね
合
わ
せ
、
郡
山
市
の
礎
を
築
い
た
安
積

疏
水
を
、
名
だ
け
で
は
な
く
、
だ
れ
も
が

周
知
し
、
発
信
者
と
な
れ
る
そ
ん
な
未
来

を
想
像
し
、
創
造
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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一
方
で
、〝
初
め
て
〟
は
誰
も
が
不
安

で
、
分
か
ら
な
い
、
知
ら
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
さ
え
覚
え
る
も

の
で
す
。
そ
れ
で
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
分
か
ら
な
い
、
知

ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
悪
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
多
く
差
し
伸
べ
ら
れ
た
手
を
放

す
ま
い
と
、
自
分
な
り
に
吸
収
し
て
き
た

つ
も
り
で
す
。
そ
の
中
で
、
一
度
で
習
得

で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
と
不
甲
斐
な
さ
に

情
け
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
早
く
本
区
の
一
員
と
し
て
認
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
真
一
文
字
で
打
ち
込
ん

で
い
く
所
存
で
す
。
ま
た
、
社
会
人
２
年

目
は
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
物
事
を
自

分
の
中
で
腑
に
落
と
し
て
か
ら
実
行
で
き

る
人
間
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
が
あ

る
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

会
津
宮
川
土
地
改
良
区

秋あ
き

山や
ま

　
果か

穂ほ

　

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
、
令

和
４
年
４
月
か
ら
会
津
宮
川
土
地
改
良
区

に
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
秋
山
と
申
し
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
こ
れ
か
ら
な
に
か

と
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
新
会
員
と
い
う

こ
と
で
、
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

私
は
、
当
土
地
改
良
区
の
あ
る
会
津
美

里
町
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
年
齢
は
、

現
在
25
歳
で
す
。
高
校
卒
業
後
は
、
医
療

系
の
専
門
学
校
へ
進
学
し
、
約
５
年
間
医

療
事
務
員
と
し
て
窓
口
業
務
や
病
棟
ク

ラ
ー
ク
を
経
験
い
た
し
ま
し
た
。
５
年
間

の
う
ち
の
半
分
以
上
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
に
よ
り
、
制
限
さ
れ
た
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
大
変
な
思
い
も
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
医
療
現
場
で
働
い
て
い
た
か

ら
こ
そ
の
充
実
感
も
た
く
さ
ん
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
今
振
り
返
れ
ば
、
将
来
に
役
立

つ
い
い
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
ま
っ
た
く
畑
違
い
の
場
所
で

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
当
改

良
区
に
採
用
し
て
い
た
だ
く
ま
で
は
、
農

業
と
は
全
く
無
縁
の
生
活
だ
っ
た
の
で
、

「
土
地
改
良
区
」「
賦
課
金
」「
決
済
金
」

な
ど
、
ま
ず
言
葉
を
覚
え
る
こ
と
に
必
死

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
ス
タ
ー
ト

し
、
初
歩
的
な
こ
と
も
分
か
ら
な
い
の
に

も
関
わ
ら
ず
、
上
司
や
、
先
輩
方
は
、
や

さ
し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
今
で

は
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
業
務
の

流
れ
や
役
割
を
理
解
し
、
任
さ
れ
る
仕
事

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
改
良
区
で
の
私
の

業
務
内
容
は
、
会
計
事
務
や
賦
課
金
徴
収

が
主
な
役
割
で
す
。
入
職
し
て
８
か
月
が

経
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
毎
日
が
勉
強
で
す
。

　

先
日
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
職
員
研
修
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
機
能
保
全
計
画
に
つ
い
て
や
、
複
式

簿
記
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
私
は
知
識

が
ま
だ
浅
い
の
で
、
と
て
も
興
味
深
く
今

後
に
大
い
に
役
立
つ
研
修
会
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
他
の
土
地
改
良
区
の
方
や
、
関

係
機
関
の
方
々
と
お
話
す
る
機
会
は
初
め

て
だ
っ
た
の
で
、
ご
挨
拶
が
で
き
大
変
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
、
こ
れ
を
機
に
情
報
交
換

な
ど
が
増
え
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
も
う
終
盤
に
な
り
ま
す
。
今

後
は
こ
れ
ま
で
経
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と

や
、
研
修
会
に
も
積
極
的
に
参
加
で
き
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
経
験
も
知
識
も
ま

だ
ま
だ
少
な
く
未
熟
者
の
私
で
す
が
、
皆

様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
日
々
成

長
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
初
め
ま
し
て

会
津
宮
川
土
地
改
良
区

邉へ
ん

見み

　
知と

も

弘ひ
ろ

　

会
員
の
皆
様
初
め
ま
し
て
、
令
和
４
年

４
月
に
会
津
宮
川
土
地
改
良
区
で
採
用
さ

れ
ま
し
た
邉
見
知
弘
と
申
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
皆
様
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

私
の
出
身
は
会
津
美
里
町
で
自
然
豊
か

な
と
こ
ろ
で
す
。
家
が
農
家
と
い
う
事
も

あ
り
、
小
さ
い
頃
よ
り
田
ん
ぼ
に
親
し
み

を
覚
え
育
っ
て
き
ま
し
た
。
前
職
は
農
協

の
営
農
課
で
11
年
間
勤
務
し
て
お
り
、
農

業
の
事
に
つ
い
て
大
体
わ
か
っ
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
働
い
て
み
る
と

同
じ
業
界
に
思
え
て
も
畑
違
い
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
仕
事
内
容
に
つ
い
て
で
す
。
当

改
良
区
に
勤
め
て
、
早
い
も
の
で
８
ケ
月

が
過
ぎ
ま
す
。
私
は
新
宮
川
ダ
ム
で
管
理

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
毎
日
の
自
動
記
録

装
置
・
気
象
情
報
等
の
デ
ー
タ
整
理
や
、

施
設
敷
地
内
の
整
理
・
清
掃
が
基
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
週
に
１
回
の
定

期
点
検
や
月
に
１
回
の
電
気
点
検
、
設
備

等
の
点
検
業
務
も
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
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せ
ん
。
他
に
も
覚
え
る
事
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
最
初
は
何
も
わ
か
ら
ず
上
司
に

何
度
も
聞
き
、
や
っ
と
覚
え
る
の
で
精
一

杯
で
し
た
。
今
で
は
毎
日
の
業
務
や
定
期

点
検
は
覚
え
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
業
務

は
ま
だ
覚
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
は
１
回
で
覚
え
る
事
が
で
き
な
い
た

め
、
上
司
に
何
回
も
聞
い
て
迷
惑
を
か
け

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
々
の
業
務
を
行
い
な
が
ら
、
事
務
処

理
や
機
械
操
作
等
を
１
つ
１
つ
し
っ
か
り

と
覚
え
、
早
く
当
改
良
区
の
戦
力
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
で
す
。
私
は
人
と
話
す
の
が
得
意
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
原
因
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
未
だ
に
32
歳
独
身
で
す
。
勤

務
日
は
上
司
と
２
人
で
新
宮
川
ダ
ム
に
車

で
向
い
ま
す
。
そ
の
車
内
で
は
上
司
が
話

し
か
け
て
く
れ
る
の
で
、
大
変
助
か
っ
て

い
ま
す
。
上
司
は
話
す
の
が
上
手
な
の

で
、
私
も
こ
ん
な
風
に
話
せ
た
ら
い
い
な

と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。
新
宮
川
ダ
ム

は
、
県
職
員
１
名
、
当
改
良
区
２
名
の
３

名
体
制
で
す
。
県
職
員
の
方
も
話
し
や
す

く
、
と
て
も
良
い
職
場
環
境
で
す
。
新
宮

川
ダ
ム
勤
務
で
、
水
路
に
水
を
流
す
作
業

等
を
行
わ
な
い
た
め
、
組
合
員
の
皆
様
と

は
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
苦
手
な

こ
と
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
も
、
現
在
は

難
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
自
ら
話
題
を
出
し
て
、
上
司

や
関
係
者
と
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
ま
た
、
異
動
し
て
組
合
員
の
皆
様
に

お
世
話
に
な
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
頼
ら
れ

る
改
良
区
職
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
１
日
で
も
早
く

当
改
良
区
や
組
合
員
の
皆
様
の
役
に
立
て

る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す

会
津
宮
川
土
地
改
良
区

芥あ
く
た

川が
わ

祐ゆ
う

太た

朗ろ
う

　

今
年
度
の
４
月
よ
り
会
津
宮
川
土
地
改

良
区
に
て
事
業
課
管
理
係
で
働
か
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
芥
川
祐
太
朗
と
申
し

ま
す
。
福
島
県
喜
多
方
市
の
出
身
で
す
。

社
会
人
と
し
て
も
人
間
的
に
も
ま
だ
ま
だ

未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
当
土
地
改
良
区
に
採
用
さ
れ
る
以

前
は
関
東
地
方
に
て
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
等

鋳
鉄
製
品
の
製
造
販
売
メ
ー
カ
ー
で
営
業

職
と
し
て
業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
。

官
公
庁
へ
製
品
販
売
に
訪
問
す
る
機
会
が

多
く
下
水
道
は
も
と
よ
り
農
業
用
水
の
施

設
管
理
用
鉄
蓋
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
、

８
年
間
自
社
の
業
績
の
た
め
に
積
極
的
に

業
務
に
励
む
な
か
で
良
き
お
客
様
、
上
司

や
先
輩
、
後
輩
、
同
僚
に
出
会
い
成
長
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
土
地
改
良
区
に
入
職
す
る
ま
で
、
私

は
農
業
と
は
無
縁
で
土
地
改
良
区
と
い
う

名
前
も
業
務
内
容
も
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
河
川
の
水
を
使
用
す
る
た
め
に
許
可

が
い
る
こ
と
も
恥
ず
か
し
な
が
ら
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
が
福
島
県
喜
多
方
市
で
あ

る
こ
と
、
地
元
で
の
社
会
人
経
験
が
な
い

こ
と
も
あ
り
、
会
津
宮
川
地
区
（
会
津
美

里
町
・
会
津
坂
下
町
）
の
土
地
勘
も
な
く
、

地
区
の
名
前
す
ら
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で

し
た
の
で
不
安
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ご
縁
を
い
た
だ
き
防
災
ダ
ム

や
用
排
水
施
設
の
管
理
業
務
に
従
事
す
る

日
々
の
な
か
で
無
知
な
私
に
丁
寧
に
指
導

し
て
く
だ
さ
る
上
司
や
先
輩
方
に
出
会

い
、
日
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
前
職

の
わ
ず
か
な
社
会
人
経
験
の
中
で
わ
か
っ

た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
た
基
本
的
な
こ
と

（
上
司
へ
の
報
告
、
連
絡
、
相
談
や
事
業

所
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
）
を

再
確
認
し
、
刺
激
の
あ
る
充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。（
余
談
で
す
が
、

管
理
施
設
で
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
開
閉
す
る

機
会
も
あ
り
前
職
と
の
つ
な
が
り
を
勝
手

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。）

　

土
地
改
良
区
の
業
務
は
農
家
の
方
々
が

農
業
で
生
産
活
動
を
す
る
上
で
欠
か
せ
な

い
用
排
水
施
設
の
維
持
管
理
や
農
地
の
区

画
整
理
な
ど
そ
の
役
割
は
多
く
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
日
々
の
業
務
の
な
か
で
、
組
合
員
の

方
々
や
施
設
の
点
検
や
工
事
の
業
者
の

方
々
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
、
皆
様
か
ら

の
要
望
に
自
信
を
持
っ
て
応
対
す
る
に
は

上
司
や
先
輩
方
の
よ
う
な
知
識
と
経
験
が

圧
倒
的
に
足
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
も
積

極
的
に
業
務
に
励
み
知
識
や
経
験
を
蓄
積

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
前
職
で
は
自
社
の
業

績
の
た
め
に
業
務
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
前
職
以
上
の
気
持
ち
で
組
合

員
の
皆
様
の
た
め
に
な
る
よ
う
全
力
で
業

務
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
元
気
に
頑
張
り
ま
す
」

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

冨と

樫が
し

さ
く
ら

　

は
じ
め
ま
し
て
。
令
和
４
年
４
月
よ
り

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
冨
樫
さ
く
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ら
と
申
し
ま
す
。

　

高
卒
で
社
会
人
の
仲
間
入
り
と
な
り
、

何
も
わ
か
ら
ず
に
不
安
ば
か
り
だ
っ
た
私

を
優
し
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
農
村

整
備
課
の
皆
さ
ん
に
は
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
農
業
高
校
土
木
科
出
身
で
あ
り
、

高
校
時
代
は
施
工
や
測
量
、
設
計
に
つ
い

て
学
び
、
そ
の
中
で
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
使
っ
た
縦
横
断
測
量
や
、
学
校

内
の
側
溝
に
擁
壁
を
作
成
し
て
取
り
付
け

る
な
ど
様
々
な
実
習
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
の
は
進
路
を
考
え
始
め
た

時
期
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
な
の
か
興
味
を
持
ち
、
見
学
な
ど
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

配
属
さ
れ
ま
し
た
農
村
整
備
課
に
つ
き

ま
し
て
は
、
土
地
改
良
事
業
に
お
け
る
農

業
農
村
整
備
の
調
査
・
計
画
・
設
計
業
務

を
行
っ
て
お
り
、
な
か
で
も
「
ほ
場
整
備

事
業
」
に
関
す
る
業
務
を
主
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
言
葉
ば
か

り
が
飛
び
交
い
、
少
し
焦
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
く
得
る

知
識
も
多
い
た
め
日
々
成
長
の
毎
日
で

す
。
今
、
現
在
私
が
行
っ
て
い
る
業
務
は
、

設
計
に
必
要
な
土
壌
タ
イ
プ
や
地
耐
力
の

調
査
を
実
際
に
現
場
で
行
っ
た
り
、
構
想

図
作
成
や
現
地
調
査
の
取
り
ま
と
め
を
主

に
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務
を
行
っ
て
い
く

中
で
の
難
し
い
専
門
用
語
等
は
、
す
ぐ
に

先
輩
や
上
司
に
聞
く
こ
と
で
、
効
率
的
に

仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
わ
か
ら
な

い
の
が
当
た
り
前
と
思
う
の
で
は
な
く
、

何
事
に
も
興
味
を
も
ち
、
自
分
か
ら
進
ん

で
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
で
す
。

　

ま
だ
１
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
先
輩
や

上
司
か
ら
お
願
い
さ
れ
た
業
務
が
多
い
で

す
が
、
２
年
目
か
ら
は
、
自
分
で
計
画
を

立
て
、
正
確
に
こ
な
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

者
で
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
明
る
く
元

気
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す水土

里
ネ
ッ
ト
福
島

鈴す
ず

木き

友ゆ

理り

子こ

　

令
和
４
年
４
月
よ
り
、
福
島
県
土
地
改

良
事
業
団
体
連
合
会
に
て
、お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
鈴
木
友
理
子
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
に
農
村
振
興
部
農
地
管
理
課
の
配

属
と
な
り
、
早
８
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
、
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
中
で
も
一
番
の
大
き
な
出
来
事

は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
を
使
用
し
た
測
量
業

務
と
換
地
業
務
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

私
の
前
職
は
、
予
算
の
執
行
管
理
や
広

報
誌
作
成
業
務
等
に
携
わ
る
事
務
職
で
あ

り
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
操
作
に
よ
る
測
量
図
面
作
成

業
務
や
換
地
業
務
は
全
く
の
未
経
験
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
最
初
は
換
地
業
務
と
し

て
、
上
司
や
先
輩
方
か
ら
登
記
事
項
要
約

書
の
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
方
や
戸
籍
用
務
に
係

る
資
料
作
成
等
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
換
地
計
画
作
成
研

修
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
換
地

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
測

量
業
務
に
長
年
従
事
さ
れ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
操
作

等
に
精
通
さ
れ
て
い
る
先
輩
職
員
の
方

に
、
実
際
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
画
面
を
見
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
操
作
方
法
や
測
量
図
面

の
作
成
等
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
初
め
て
見
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
画
面
は
、
あ

ま
り
の
ボ
タ
ン
の
多
さ
に
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。

　

換
地
業
務
も
測
量
業
務
も
初
め
て
聞
く

言
葉
が
多
く
、
当
初
は
一
つ
一
つ
教
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
メ
モ
を
取
る
だ
け
で
精

一
杯
で
し
た
。
自
分
は
業
務
に
つ
い
て
い

け
る
の
か
大
き
な
不
安
が
あ
り
ま
し
た

が
、
質
問
や
相
談
が
し
や
す
い
職
場
の
雰

囲
気
や
、
部
署
を
超
え
て
話
し
か
け
て
く

だ
さ
る
先
輩
方
の
お
か
げ
で
、
と
て
も
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

も
と
に
、
先
輩
職
員
方
に
ご
助
言
を
い
た

だ
き
な
が
ら
も
確
定
測
量
図
や
現
場
点
検

図
等
の
測
量
図
面
を
自
分
で
作
成
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
見
落
と
し
等
の
ミ

ス
が
多
く
猛
省
し
て
お
り
ま
す
が
、
先
輩

が
専
門
用
語
を
平
易
な
言
葉
に
置
き
換
え

て
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
分
か
ら
な
い

部
分
は
作
業
ペ
ー
ス
を
落
と
し
て
一
緒
に
考

え
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、
温
か
い
ご
指
導
を

い
た
だ
い
た
賜
物
で
あ
り
、
先
輩
方
に
は

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
後
は
、よ
り
一
層
実
務
経
験
を
積
み
、

図
面
を
正
確
・
迅
速
に
仕
上
げ
る
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
続
け
る

と
と
も
に
、
業
務
全
体
の
進
捗
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
臨
機
応
変
に
仕
事
を
進
め

て
お
ら
れ
る
先
輩
方
を
見
習
い
、
日
々
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
も
多
く
、
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



− 26 −

　会員の皆様には、新しい年を健やかに迎えられたこと思います。一方、今の状況は制限が多くある
ため、楽しみはやや控えめで、ご苦労も多いこととご推察いたします。
　このような中にあっても、土地改良事業に関わる職員として、日々業務に携わり、農業農村整備、
農家の支援等に邁進していることと思います。
　皆様は、日々の業務を行うために、必要な資格やスキルアップのための知識としての資格等を取得
していることと思います。
　現場作業や業務に欠かせない資格として、運転免許があります。運転免許は度重なる法律の改正の
ため、種類が多様になっています。私が免許取得した当時は、自動車であれば、大型・普通免許でした。
現在は、大型・中型・準中型・普通免許、更に準中型・普通免許には、AT（オートマ）限定まであ
ります。
　当土地改良区には、業務のため、乗用車の他に軽トラックと２ｔダンプトラックがありますが、免
許取得時期により免許の種類に注意が必要です。軽トラック・ダンプトラックはマニュアル車のため、
AT限定の場合、条件違反になります。また、２ｔダンプトラックは、最大積載量2.0ｔ、車両総重量
4.9ｔのため、直近に免許取得した場合は、準中型の免許が必要ですが、平成29年３月11日以前に普
通免許を取得した場合は、最大積載量３ｔ未満、車両総重量５ｔ未満となり運転が可能です。また、
普通免許を平成19年６月１日までに取得した場合は、最大積載量５ｔ未満、車両総重量８ｔ未満まで
運転可能です。
　皆様も、もう一度免許を確認すると、普通免許がいつの間にか、中型になり「中型車は中型車（８ｔ）
に限る」になっていませんか。参考に、この免許の方は、1989年以前に生まれた方ということになります。
　次に、農家にとって必需品のトラクターに関する免許です。農業機械の運転には、小型・大型特殊
免許が必要です。普通免許を取得すると、小型特殊は運転可能ですが、「全長4.7ｍ以下、幅1.7ｍ以下、
高さ2.0ｍ以下、最高速度15㎞／ｈ以下の条件を全て満たしたもの」が小型特殊です。
　代掻き用のドライブハローは1.7ｍ以上を使用している農家が多く、最近の法改正により、多数の
農家の方が大型特殊（農耕車限定）を取得のため、免許試験場に受験に向かい順番待ちになった程で
す。この改正は、「規制が厳しくなった」のかと思ったら、実は規制緩和によるものです。これまでは、
「作業機付きの走行」は認められていませんでしたが、実際は黙認されていたため、「作業機付きの走
行」を認める、との規制緩和を行った結果、作業機を付けた状態で車幅が1.7ｍを超すと、「大型特殊
自動車」に区分され、大型特殊免許が必要になり、いままで公道を走っていた農家にとって「規制緩
和により締め付けが強まる」結果になったのです。なお、機械メーカーもドライブハローの左右を折
りたためる機械により、巾を規制内とした対応もされています。
　土地連職員の皆様の、測量・設計・管理等に関わる資格の種類の多さは驚く程です。土地改良区運
営にも、ダム管理には「ダム管理者主任技術者」が必須、電気関係の資格や、直営工事には、「車両
系建設機械」の操縦資格等、また専門的資格を取得し、日々業務に活かしている方も多いことと思い
ます。趣味の資格も多様と思います。
　蛇足的な話しでしたが、大事な資格が無くならないよう今一度ご確認いただく参考となれば幸いで
す。また、興味をもって資格取得に望んでは如何でしょうか。

　 「資格の話し」 
伊達西根堰土地改良区　　　　

石　川　博　利
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　当改良区は、ホームページを2000年７月に（自力）開設し、広く情報公開に努めて参りましたが、
2022年８月に全面的に更新しました。更新のきっかけは、Google サイトでいけると判断したことです。
自力で編集しなければなりませんが、プロバイダーも不要ですし、カスタムドメインを使用しても、
その使用料のみ年額1,400円でホームページを開設することができます。当然、タブレットやスマホ
対応版となります。
　ホームページを開設することは企業として必然的な時代ですが、一般人が土地改良関連情報をホー
ムページから得る時代は過ぎたように感じます。
　それぞれのアプリから必要な情報が得られますし、詳細な情報まで必要としない社会情勢が存在し
ます。世の中、インターネットの中に情報が溢れています。
　当区の SNS としては、Twitter、Facebook、Instagram、YouTube、TikTok など試験なものも含
め運用しております。
　SNS の中で、土地改良区として、是非、整備しておく必要があると感じるものは、①迅速な情報発
信とその情報が速やかに拡散できるものと、②詳細な動画発信。ですが、残念ながら、その両方が対
応できる SNS は今のところ存在しません。まず、
①　迅速な情報発信とその情報が速やかに拡散できるもの
　洪水時、土地改良施設の許容範囲を越えた場合、用水路は溢れ、排水機場は周辺宅地も含め冠水、
水没。頭首工は放流ゲート全開、ダムは常用洪水吐から越水しますが、被災を心配される方は不安で
色々な情報を収集します。その時に、土地改良施設管理者が現況や見通し、今後の対応などを迅速に
発信しておくことが不可欠です。
　適正管理下で水害が発生していることを広く証明するには遅滞ない情報発信しかありません。
　前もって、開設しておき、施設管理者の公式アカウントであり、信頼のおける公式発表であること
を周知する必要があります。
　現在のアプリでは、Twitter が情報発信と拡散に優れていると思います。
②　詳細な動画発信
　ホームページを利用して、写真で、施設や土地改良事業、イベントなどを公開して参りましたが、
動画で発信することの効力は火を見るより明らかです。
　当区は、YouTube を使用しておりますが、例えば、頭首工の年次点検でパイピング発生の有無を
調査した動画では、護床ブロックの間を丁寧に点検している動画も含まれております。また、小学４
年生を対象とした施設巡りバスツアーでは、子供たちが熱心に土地改良施設を見学、勉強している様
子がわかります。
　印象に残るものは、写真よりも動くもの聞こえるものだと思います。
　ホームページにリンクを貼り付けるとホームページの奥行きが広がります。

　最後に、私は、近い将来、現在の SNS より使い勝手がよく、多くのユーザーを抱えるものが出て
くると思っております。バーチャルと現実社会が混在するものが出てくることを勝手に期待しており
ます。

　 SNSを活用した情報発信について 
愛谷堰土地改良区　　　　　　　　　　

事務局長　菅　波　孝　光



表紙写真　「ふくしま　むらの輝き2021」写真コンテスト

　　　　　「収穫のよろこび」　佐藤　由弘	さん



水土里ネット福島は、水土里を未来に
つなぐ農業農村整備に取り組んでいます。

〒960-8502
福島市南中央三丁目36番地
TEL 024-535-0371
FAX 024-535-1200
https://www.midorinet-fukushima.jp

水土里ネット福島

土地改良事業に関する
苦情・紛争等相談
農家負担金軽減支援対策
非補助土地改良事業等
土地改良区の統廃合

管理業務

土地改良
相談

維持管理
業務

換地業務

農業用施設診断
農業施設の維持管理

集落排水処理場
の維持管理

確定測量
換地計画
登記業務

調査計画
測量設計
積算業務

水土里ネット福島は、会員並びに地域社会の要請に応じた、新たな業務及び支援に向けて
各種の取り組みを展開しながら、活力ある農業・農村づくりのお手伝いをしております。

福島県土地改良事業団体連合会

設計業務

施工管理
台帳作成


